
 

１．件名：「島根原子力発電所２号炉の地震等に係る新基準適合性審査に関す

る事業者ヒアリング(136)」 

 

２．日時：令和２年８月２６日（水）１３時３０分～１６時００分 

 

３．場所：原子力規制庁９階耐震会議室 

 

４．出席者 

  原子力規制庁：内藤安全規制調整官、江嵜企画調査官、熊谷管理官補佐、

佐口主任安全審査官、谷主任安全審査官、服部主任安全審

査官、千明主任安全審査官、海田安全審査専門職、菅谷技

術研究調査官、磯田係員、日南川技術参与 
  中国電力株式会社：山田常務執行役員 他１０名  

（テレビ会議システムによる出席） 

 

５．自動文字起こし結果 

   別紙のとおり 

   ※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

     発言者による確認はしていません。 

    

６．提出資料 

・島根原子力発電所２号炉 耐震重要施設及び常設重大事故対処施設の基

礎地盤及び周辺斜面の安定性評価（コメント回答） 

・島根原子力発電所２号炉 耐震重要施設及び常設重大事故対処施設の基

礎地盤及び周辺斜面の安定性評価（補足説明） 

・島根原子力発電所２号炉 コメントリスト（地震・津波関係） 

  



別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:00 いや、 

0:00:04 規制庁のクマガエです。 

0:00:07 それではこれから、 

0:00:09 重要施設及び常設重大事故等対処施設の設置地盤及び周辺斜面の安定性

評価についてヒアリングを始めたいと思います。 

0:00:17 よろしくお願いいたします。 

0:00:25 はい。中国電力の寄りでございます。それではまずは資料確認の方からさせ

ていただければと思います。 

0:00:33 本日資料 3 部でございます。まず市右肩資料番号 068 階 02 のコメント回答

資料、 

0:00:42 そして資料番号右肩の 06 崩壊 02 の補足説明資料、 

0:00:51 そしてコメント回答へと地震津波関係の資料でございます。以上 3 部でござい

ます。 

0:00:58 はい、規制庁クマガエです課金できました。またよろしくお願いいたします。 

0:01:05 はい。中国電力の入江でございます。それではご説明させていただければと

思います。大きな変更点を中心にご説明したいと思います。22 ページをお願

いします。 

0:01:21 こちら参照で基礎地盤の安定性評価のパートでございますが、基礎地盤の安

定性評価につきましては、論点構成を再整理しまして、Ｐ22 ページからは並び

は構成を見直しをしてございます。まず 22 ページは評価フロー全体概要とい

うことでお示ししているものでございますが、 

0:01:41 フローの一番上評価対象施設の抽出へとグループ分けということで、これもと

もと詳細フローの中でに入っていたものなんですけれども、詳細フローの外に

出して、まず一番最初にまずこれを行うんだということを明確化するようにして

おります。 

0:01:59 次にグレーの点線になるんですけども、評価フローの詳細の範囲ということで

こちらを明記するようにしております。 

0:02:09 また全体からのフローの一番左側滑り安定性評価のフローになりますけども、

こちらで赤字でお示ししてます通り、液状化影響検討考慮した滑り安全率も確

認することを追記をしております。 

0:02:24 23 ページお願いします。 

0:02:31 見開きの 23 ページ 24 ページにつきましては、詳細フローのからとそ出しを行

いました。評価対象施設の抽出と、グループ分けの資料でございます。詳細フ

ロー前に資料として送るようにして、まずグループ分けまで行う流れとしており

ます。 



0:02:49 25 ページをお願いします。 

0:02:55 こちらは詳細の評価フローになってございます。フローのスタートでございます

けども、グループ分けまで完了した段階でフローが始まるように修正を行って

おります。またフローの上から二つ目でございます。①番の影響要因でござい

ますけども、 

0:03:13 基礎地盤の岩級Ａｈ系統ということで修正を行ってございます。 

0:03:19 こちらは基礎地盤が特徴的なもの、地形が急傾斜等がございましたが、今ま

では影響要因とは別項目として整理をしてございましたが、 

0:03:29 施設直下の基礎地盤に関連する内容ということでわかりやすさの観点から影

響要因 1 に含めるように変更を行ってございます。この変更に伴いまして教員

の各施設の番号を付与するについても若干変更になってるところがございま

すので後程ご説明したいと思います。 

0:03:49 また、上から二つ目のフローのポツの二つ目でございますけども、防波壁の検

討断面の設定についてこちらに追記をして、赤字で追記をしてございます。 

0:04:00 こちらは評価対象断面の選定にもともとあった記載をこちらに移動させてきた

もので、代表施設の選定の際に比較検討を行います。防波壁の波が日重力

擁壁でございましたり、逆Ｔ擁壁につきましても、同じような検討断面の考え方

を適用しておりますので、 

0:04:19 このような修正を行っております。 

0:04:23 さらに下のフローの分岐でございますけども、影響要因が最多のものが代表

施設として選ばれるようなフローになってございますが、米三ということで、最

短のものが複数ある場合は、簡便法で決定しますということを明記しておりま

す。 

0:04:43 最後、フローの一番下から二つ目のフローでございますが、滑り安全につい

て．5 を上回ることを確認することに加え、支持力と傾斜につきましても、追記

を行っております。ＡＮＤ条件ということで、いずれかがＮＧな対策をとの検討

が必要なフローになっております。 

0:05:04 26 ページは先ほど申し上げました影響要因一応変更したのでその内容につ

きましても赤字で追記修正を行ってございます。 

0:05:13 27 ページをお願いします。 

0:05:19 これ 27 ページは、防波壁の検討断面の設定の考え方ということでもともと後

ろにあった資料でございますけども、先ほどのフローの対応フローに対応しま

して、評価対象断面の選定選定のパートにあった資料なんですけども。 

0:05:37 すべての防波壁に関連するようにリバイスをした上でこちらに持ってくるように

してございます。 

0:05:43 30 ページをお願いします。 



0:05:51 30 ページはグループの比較検討結果の一覧表を示したものでございますけど

も、2 号の排気塔でございましたり、防波壁波が 46 擁壁につきましては、 

0:06:03 先ほどのフローの変更に伴いまして、影響要因Ⅰ基礎地盤の岩級地形等のと

ころに、基礎地盤が特徴的といった文言を追記して、ハッチングを付けるよう

にしております。これに伴いまして、該当する影響要因につきましても①番とい

うことで新たに番号不要としております。 

0:06:23 この番号付与に伴いまして、2 号の原子炉建物だったりタービン建物と並んで

同率になりますので、選定の際には簡便法も踏まえて決める旨を選定理由の

ところに追記をしてございます。 

0:06:39 以降 31 ページから 46 ページにつきましては、これらの変更に伴いまして、Ｇｒ

ｏｕｐＡＢの各施設の比較検討結果をお示ししてもございますが対応するように

修正してございます。説明は割愛させていただきます。 

0:06:54 48 ページをお願いします。 

0:07:03 48 ページは、防波壁多重交換後意識擁壁の検討断面の設定及び比較結果と

いうことで、周グループの比較結果を記載したものでございます。箱書きのポ

ツの一つ目でございますが、基礎地盤安定性評価の観点から、 

0:07:22 一般部及び取水炉横断部の二つに構造区分されるということで、 

0:07:28 下の縦断面図の上側にお示ししておりますように、もともとは防波壁の耐震評

価に合わせて六つのくぼんということで、一般部、取水炉横断部以外にも施設

護岸Ｍａｅｄａ支部でございましたり六つの区分をしておりましたけども、 

0:07:44 今回基礎地盤の安定性評価の観点では、構造上は二つの区分ですということ

で、変更を行ってございます。 

0:07:53 詳しくは 49 ページということで 49 ページをお願いします。 

0:08:03 こちらはその構造区分の考え方を記載したものでございます。箱書きのポツの

一つ目にありますように、施設の構造、施設重量杭底面幅根入れ長か、基礎

地盤安定性の評価の観点からは、 

0:08:19 この三つの項目は影響要因に関連する項目ということで、これらに着目して区

分すると、一般部、州立ちゅ水路横断部ということで、下表の通り整理して区

分しております。 

0:08:33 この区分に伴いまして、もともと施設護岸ばい出し部等もございましたが、基

礎地盤安定性評価の観点からは一般部にも含まれるという形で整理を行って

おります。 

0:08:46 また下表の図でございますけども、地盤安定性評価上考慮する施設地盤のみ

記載するように修正を行ってございます。これらの整理の詳細につきましては

補足説明資料の八章のほうに追加で資料をつけまして整理してございますの

で後程ご説明させていただきます。 



0:09:07 50 ページをお願いします。 

0:09:13 50 ページからが多重鋼管杭式擁壁の検討断面の設定の詳細を記載したもの

でございます。 

0:09:20 先ほどの施設区分を踏まえまして断面選定を行うような流れになってございま

すが、まずポツの一つ一つ目で一般部のうち、宿直はＣＭ級岩盤となってる範

囲でシームが多く浅くなってるということで、1－1 断面を設定するようにしてお

ります。 

0:09:38 ポツの二つ目で、同じく一般部のうち、埋戻度相当が最も厚くなっている範囲

ということで、同様にシームが多く浅くなっている 1－2 断面を検討断面に設定

するように記載しております。これらの断面位置につきましては前回のヒアリン

グから変更を行っておりません。 

0:09:57 51 ページお願いします。 

0:10:06 こちら三つ目の断面ということで一般部の中で防波壁が施設護岸よりも前に

位置しておりまして、防波壁前面の基礎地盤がないことでせん断抵抗力が低く

なると考えている。 

0:10:20 Ｉ3 断面ということで検討断面に設定をしております。 

0:10:24 こちらは防波壁前面の基礎地盤がないということが基礎地盤が特徴的な箇所

ということで断面選定を行っております。もともと前回部屋でも断面位置として

選定してたものでございます。 

0:10:39 52 ページをお願いします。 

0:10:45 もう 12 ページは、11、ＩＰ4 断面でございまして主水路横断部から選定している

断面でございます。若干わかりやすさの観点から記載を見直しておりますけど

も、断面位置等の変更を行っておりません。 

0:11:01 これらを踏まえましての整理でございますけども、ちょっと資料戻って 47 ペー

ジをお願いします。 

0:11:14 先ほどの検討断面Ｉ－1 から 4 の断面を確認した結果の整理をこちらに記載し

てございます。最も厳しい緒元というのを表で一行で記載したものでございま

すけども、Ｉ3 断面につきましては、施設護岸よりも前に位置しており、排気の

前面のせん断、 

0:11:34 これから低くなるということで、影響要因の①の基礎地盤が特徴的ということで

考慮して追記してございます。 

0:11:42 これに伴いまして影響要因、①についても番号不要するように、多重交換方式

については変更を行ってございます。 

0:11:51 53 ページをお願いします。 



0:11:58 53 ページからが強姦の意識約Ｔ擁壁の系統だめの設定比較結果でございま

すが、こちらも基礎地盤安定性評価の観点から区分を見直してございまして、

一般部等防波扉部の二つに区分されるように見直しを行ってございます。 

0:12:17 54 ページをお願いします。 

0:12:23 54 ページにはその構造ごとの区分を記載してございますが、縦断方向に施設

を確認した結果、ポツの一つ目でございますけれども、杭底面幅杭根入れ長

につきましては、縦断方向で同様でございますが、 

0:12:39 施設の工場構造、つまり施設重量に関連するような構造が異なるということか

ら、一般部と防波扉の二つに区分をしております。 

0:12:50 以降のページはこれに関連する推定と修正でございましたり、簡便法における

施設重量の考慮について追記を行ってございますが、説明につきましては割

愛させていただきます。76 ページをお願いします。 

0:13:14 76 ページが 2 号炉原子炉建物東西断面のモデル図でございます。このペー

ジで特に修正を行っておりおりませんが、入力地震動の評価における先日の

地盤不整形の影響の説明におきまして、 

0:13:31 1 次元と二次元の応答スペクトルの有無の違いにつきましては、地盤の不整

形性ではなく、山地の地形が影響しているとの結論を聞いておりますので、こ

のページで地盤安定性への影響を説明したいと思います。 

0:13:46 これモデル見ていただきますと、モデルの両端部に山地形も含めてモデル化

されて、十分範囲が取れているようになっておりますので、山地の音への影響

も含めて考慮したモデルになってございます。 

0:14:00 155 ページお願いします。 

0:14:11 155 ページからが 6 章ということで周辺斜面の安定性評価のパートでございま

すが、消化フローの全体概要ということで基礎地盤の安定性評価に対応する

ものを新規作成してございます。 

0:14:25 基礎地盤と同様、詳細のフローの中にもともと入っておりました。上から二つ

目の不ｆｌｏｗでございますけども、恐れのある斜面の網羅的な抽出でございま

して、グループ分けについては、詳細フローの外に出すような変更を行ってご

ざいます。 

0:14:42 156 ページをお願いします。 

0:14:49 156 ページは、耐震重要施設に影響する恐れのある斜面の網羅的な抽出の

資料でございますけども、2 号炉南側森どの西側にあります岩盤斜面、こちら

の離隔距離を追記してございます。十分離隔距離があることを確認してござい

ます。 

0:15:07 159 ページお願いします。 



0:15:19 159 ページは斜面の詳細フロー、詳細評価フローになってございます。基礎地

盤と同様にグループ分け完了をスタートのフローになるように修正を行ってお

ります。 

0:15:32 また、赤線で書いておりますけども、対策工事実施してる 2 段目、2 号の西側

切取斜面につきましては、対策を行っているので評価対象断面にＬａｖａれると

いうふうにフローの見直しを行ってございます。 

0:15:47 176 ページをお願いします。 

0:15:56 176 ページは評価対象斜面の選定結果を平面図でお示ししたものでございま

すが、先ほどのフローの修正に伴いまして、2 断面をだめ 1 追加してお示しし

てございます。 

0:16:09 188 ページをお願いします。 

0:16:18 188 ページは周辺斜面の安定性評価における地下水の設定方針を記載した

ものでございます。 

0:16:25 今回後程説明を行います液状化影響検討におきまして、滑り安定性も追加で

行うことにしておりますので、若干それに対応した記載の見直しを行ってござ

います。 

0:16:38 189 ページをお願いします。 

0:16:44 189 ページから 192 ページにつきましては、液状化影響検討で用いる推移と

いうことでもともと液状化影響検討の方にあった資料を前のほうに持ってきて

おる、おります。内容については変更しておりません。 

0:17:00 210 ページをお願いします。 

0:17:09 210 ページからが液状化影響検討のパートの資料になってございます。まず

液状化影響検討のフローでございますけれども、先ほども申し上げました滑り

安全率の算定を行うということで、それに対応した修正は赤字の通り行ってご

ざいます。 

0:17:26 216 ページをお願いします。 

0:17:34 216 ページは、ＦＬＩＰの条件設定の全体案ということで新規追加した資料でご

ざいますけれども、液状化試験を実施した防波壁周辺のメモ度指導と、2 号炉

南側森の斜面の埋戻し度の流動特性を比較した資料になってございます。 

0:17:52 左側の粒度分布を示してございますけども、黒線が液状化試験を実施した防

波壁の周辺の埋戻度でございまして、赤線が 2 号炉南ヶ森度のみ戻しでござ

いますが、両者の流動特性は同等であることを確認してございます。 

0:18:09 217 ページをお願いします。 

0:18:17 先ほどの防波壁周辺斜面の埋め戻し同等に号炉南側も井戸斜面の盛り度の

粒度特性が同等てあるという結果を踏まえまして、 



0:18:26 こちら液状化強度曲線を示してございますが、前回ヒアリングでは黄色で点線

で書かれておりました液状化強度曲線を用いておりましたが、今回赤線の液

状化の審査で用いてる液状化強度曲線でございますが、 

0:18:44 こちらを用いるように変更してございます。 

0:18:48 218 ページをお願いします。 

0:18:54 218 ページからが、液状化強度曲線の変更に伴いますＦＬＩＰの再解析結果を

示したものでございます。 

0:19:04 まずは過剰間隙水圧比の分布でございますけども、のりじりよりも斜面奥側の

要素の過剰間隙水圧比につきましては、概ね 0.5 程度ということで緑色でハッ

チしてございますが、このようになっております。森の斜面部は芯も含めて液

状化の可能性は低いと評価できます。 

0:19:25 また 0.95 を超えた範囲は、下側の図の見ていただいたほうがわかりやすいん

ですけれども、赤色の範囲になってございますが、のりじりより北側のＴＰ＋15

メートルタニ達成認められます。 

0:19:42 219 ページお願いします。 

0:19:46 219 ページからがのりＧＲＩ付近の過剰間隙水圧比 0.95 以上を確認しておりま

す。抽出点におきまして、110 ページが有効応力経路 120 ページがせん断応

力とひずみの関係、121 ページが間隙水圧比との時刻歴を示したものでござ

います。 

0:20:06 いずれもサイクリックモビリティの様相を呈していることを確認してございます。 

0:20:12 229 ページお願いします。 

0:20:21 229 ページからが滑り安定性評価を行う資料になってございます。まず 229 ペ

ージが検討条件ということで、白丸で二つを示してございます。まず一つ目で

ございますけれども、有効応力解析の結果、時等でも、過剰間隙水圧比が

0.95 を超えた要素について、 

0:20:41 液状化範囲として滑り面での機動力抵抗力をゼロとして評価しております。 

0:20:48 まだ、また、基準地震動の反転につきましては、下図のほうに四つＳｓＤのは

け反転の係数を示してございますが、こちらの赤色ハッチしております過剰間

隙水圧比 0.95 以上の班員を重ね合わせた範囲につきまして、液状化範囲 

0:21:08 として設定して、滑り安全率の評価を行いました。 

0:21:12 230 ページをお願いします。 

0:21:19 230 ページが滑り安全率の算定結果でございます。左図にお示ししておりま

す。水色のハッチ範囲につきまして、先ほどご説明した地震動の反転を考慮し

た形で 0.95 以上の範囲になってございます。 

0:21:33 滑り安全率は 1.61 ということで、滑り安全率評価基準値の 1.2 を上回ることを

確認してございます。 



0:21:44 以上が本編資料の説明になります。続きまして補足説明資料のご説明をした

いと思います。 

0:21:52 補足説明資料の 56 ページ、お願いします。 

0:22:02 56 ページは埋め戻し共リードの 3 軸圧縮試験結果を示したものでございま

す。右下の応力ひずみ関係の図でございますけども、こちら前回確認がござ

いましたけども、こちらでも確認した結果、やはり間違いということがわかりまし

たので張りかえを行ってございます。 

0:22:23 57 ページをお願いします。 

0:22:30 57 ページにつきましては、埋戻し共里道にお乗りどの回析における発生ひず

みの範囲を確認した資料になってございます。新規追加した資料でございま

す。 

0:22:42 まず、耐震重要施設の斜面のうち、2 号炉南側盛り度 66 断面におきまして二

次元動的ＦＥＭかつ解析結果の発生せん断ひずみ分布ということで、上側にコ

ンター図でお示ししてございます。こちらを確認した結果、 

0:23:00 0.01 から 13％の範囲でせん断ひずみ分布へ必要なひずみが発生しておりま

して、大半は緑色ではっきりしております。0.1 から 0.5％の範囲であることを確

認してございます。 

0:23:16 またポツの二つ目で一般式下に示しております一般式でせん断ひずみから軸

ひずみに歓談した結果、せん断ひずみ 0.01 から 13％に対応する軸ひずみに

つきましては、0.07 から 9％ということで算定してございます。 

0:23:33 こちらの算定結果を下側の図、応力ひずみ関係に黄色の矢印でお示しして図

示してございます。 

0:23:44 120 ページお願いします。 

0:23:52 120 ページから 123 ページは隣接施設のモデル化について記載した資料でご

ざいますが、箱書きのポツの二つ目に、抽出する隣接構造物については断面

上の施設としますということを追記するようにしてございます。 

0:24:09 131 ページお願いします。 

0:24:18 131 ページからが応力状態に整理した 6 章の局所安全系用局所安全係数図

の資料になってございます。131 ページは前回のヒアリングで進行性破壊につ

いて確認がございました。 

0:24:36 私ヒアリングの中で引っ張り応力自体が小さいということもお答えしてそちらの

記載も考えましたが、より確実な評価としまして、静的線形解析を追加実施し

てございます。131 ページは静的線形解析の検討方法を記載しております。 

0:24:54 134 ページお願いします。 

0:25:01 134 ページは静的線形解析結果の 1 例でございます。こちらは 2 号炉原子炉

建物の南北断面の結果でございますが、局所安全係数分布図で破壊要素が



連続しているということが確認された 5 断面で静的線形解析を実施してござい

ます。 

0:25:21 また、この 134 ページでピンク色の線で囲っておりますのが、静的線形解析前

に引っ張り応力が発生していた要素ということで囲ったものでございます。これ

の外側を見ていただきますと、連続するような破壊要素が確認されないため、

進行性破壊が発生していないことを確認してございます。 

0:25:43 また、この資料の左上に箱書きで安全率を記載してございますが、こちらは静

的非線形解析後の応力状態において滑り安全率を算定した結果でございま

す。大きく低下していないことを確認してございます。 

0:25:59 その他の断面につきましても同様の資料をつけて同じような説明をしておりま

す。細かな内容につきましては割愛させていただきます。 

0:26:09 145 ページお願いします。 

0:26:17 会釈 45 ページは防波壁板重厚看護意識擁壁基礎地盤の局所安全係数分布

図でございます。引っ張り応力が発生した要素が水平方向に広がっていると

いうことで、こちらの考察を付け加えております。黒点線でＣＭ級、ＣＨ級の 

0:26:37 境界を示してございますが、ちょうどこの境界付近に引っ張りが出ております

ので、これらの剛性差によりまして地盤応答が変化しているものと考えられた

考えられます。 

0:26:49 214 ページをお願いします。 

0:26:59 214 ページからが発症ということで防波壁の構造概要をお示しした資料にござ

いなってございます。214 ページは、地盤安定性評価において考慮する施設

等ということでこちらの整理を行った資料で新規追加したものでございます。 

0:27:16 214 ページはなにがし重力擁壁でございまして、防波壁の設計方針における

耐震耐津波評価上の各部位の役割、資料参考にいたしまして、下表の右側の

列に地盤安定性評価において考慮する施設等追記してございます。 

0:27:35 こちらを踏まえまして本編の構造断面に記載する設備だったり地盤だったり、

そういったものを整理してございます。 

0:27:45 215 ページをお願いします。 

0:27:52 215 ページと 216 ページですけれども、防波壁波が日重力擁壁の耐震評価上

の区分と本編で説明を行いました基礎地盤安定性評価上の区分の対応を整

理した資料になってございます。 

0:28:08 同様な資料多重鋼管杭式擁壁逆ＴＹＫＴにつきましても、それぞれ新規作成し

て追加してございます。説明につきましては割愛させていただきます。224 ペ

ージをお願いします。 

0:28:28 224 ページ以降が防波壁の設計方針の審査資料の抜粋ということで最新の 8

月 20 日の審査会合の資料に差し替えを行っております。 



0:28:39 以上でご説明を終わります。 

0:28:45 はい、規制庁クマガエです。ありがとうございました。 

0:28:49 私から幾つか簡単にちょっと確認させてください。 

0:28:55 一番最初のですね、県の方の 

0:29:01 40、 

0:29:07 40、 

0:29:08 100 ページのところですけれども、 

0:29:14 こちらで 

0:29:16 2 号の原子炉建物について対象施設に選定すると。 

0:29:20 いうふうになってるんですが、先ほど 26 ページの評価フローによると、 

0:29:28 影響要因がまた数は、その中で、 

0:29:31 簡便法ですべてある程度最初のものを選ぶとあるんですが、ここだとこのペー

ジだけですとですね。 

0:29:39 該当する影響要因が多いってことはわかるんですけれども、その結果どれが

代表施設に選定されるのかっていうのはですね、最後のほうで先ほど説明さ

れた 41 ページのところで、 

0:29:52 さらに 

0:29:53 教員が多いもの、それぞれ 

0:29:56 示していただいて、安全すべて安全か小さいですよっていうのをですね、71 ペ

ージのところで確認できるようになってます。 

0:30:06 ちょっとそういう意味ではですね、説明いただいてる。 

0:30:11 資料構成としてですね、やはりその 26 ページのところで、 

0:30:16 代表設備が選定されてるっていう。 

0:30:20 もうちょっとフローとですね説明の資料の構成がちょっと違うのかなと思ったん

ですが、そこについてはいかがでしょうか。 

0:30:35 中国電力の油井でございます。 

0:30:40 おっしゃるようにフローの流れのようになってないかもしれないんですけど、一

応 29 ページのほうに 41 ページ 42 ページ参照ですよということで飛ばしては

いるんですけれども、 

0:30:50 流れに対応するような、ちょっと資料にどういったものになるか、ちょっと検討し

てみたいと思います。以上です。 

0:31:01 はい、規制庁クマガエです。はい、わかりました。それで、ちょっと細かいとこな

んですが、41 ページのところで先ほど滑り安全率が 

0:31:10 それぞれが書かれてるんですけれども、この 

0:31:14 一番下の防波壁の何か出力分布溶液の 



0:31:18 滑り安全については、42 ページで、 

0:31:21 ＦＨな運転が、 

0:31:24 示されています。 

0:31:25 ただこの後廃棄については、だめに幾つかあると思うんですけれども、これに

ついてはすべての断面で行われてるんでしょうか。それとも、このＦ1 断面だけ

行われてるんでしょうか。 

0:31:41 はい。中国電力の有利でございます。簡便法につきましては防波壁波が日 16

駅ではＦ1 断面のみ行っております。それ以外は影響要因の定性的な評価で

2 号炉原子炉建物に代表できると思ってまして。 

0:32:00 Ｆ1 断面だけ基礎地盤が特徴的ということで、簡便法を行っている次第でござ

います。以上です。 

0:32:09 規制庁クマガエです。なんかそこら辺ってのはどこに記載があるんでしょうか。 

0:32:21 中国 38。 

0:32:24 はい。中国電力の有利でございます。記載につきましては、ページ数で言うと

38 ページのほうに、 

0:32:31 記載をしてございます。 

0:32:35 検討断面振っからＦ－1 から 3 の断面を設定して、定性評価と、あと簡便法の

話を記載してございます。以上です。 

0:32:48 はい。 

0:32:49 御説明わかりました。 

0:32:52 それではねと。 

0:32:59 はい。 

0:33:00 あと、 

0:33:02 51 ページのところで、 

0:33:05 今回この多重交換、 

0:33:08 ヤマダのところの断面について、 

0:33:10 1－3 段目Ｉの 3 段目について、 

0:33:15 5 駅が接合がより前に位置するため選定しましたというふうに、 

0:33:20 入ってあるんですけれども、 

0:33:22 この 

0:33:25 防波壁がですね、接合がより前に位置してるものについて、 

0:33:30 これってのは全部一般部にまとめられてますけれども、このＩ－3 断面以外に

もあるかと思うんですが、 

0:33:37 それらの中でこの間に 3 段目っていうような考え方についてはどちらかされま

すでしょうか。 



0:33:49 はい。中国電力の予備でございます。ちょっと資料上はないんですけれども、

基本的には前出しの中で、地質状況をほとんど同じということで、その中でＩ3

断面を設定しております。 

0:34:09 成長クマガエです。 

0:34:10 まずこの廃棄の施設も入る前にいつ場所っていうのは、 

0:34:17 ちょっとこのＩ－3 断面の箇所と、 

0:34:20 あと一般部②のところの左側のところが出てるかと思うんですけどもそういっ

たところ、その二つでよろしいでしょうか。 

0:34:31 はい。中部電力の入江でございます。おっしゃる通りでございます。 

0:34:38 規制庁クマガエです。 

0:34:39 そういった時にそれらの断面の中の中でＩ－3 断面が、 

0:34:45 やはり 

0:34:46 算定できるんだっていうような、 

0:34:50 何か確認できる資料とか場所があるんでしょうか。 

0:35:03 はい。中国電力の油井でございます。基本的にはこの多重工学式擁壁ん中で

一番厳しいと思ってるのは、保管の断面でございまして、比較検討の観点か

ら、 

0:35:21 前の前に施設及び施設護岸よりも前に防波壁が出ているものの中で、断面を

選んでます。ただちょっと白井資料にその辺の記載がありませんので追及を

検討したいと思います。以上です。 

0:35:37 はい、わかりました。 

0:35:46 その続きをいただいたということなんですけども。 

0:35:49 静聴泊ですけども、どのような形で 

0:35:53 考え方について持っておられるのか、そこら辺についてもちょっと今説明できる

範囲でお願いいたします。 

0:36:05 はい。中国電力シミズです。基本的には 51 ページに書いてある通りでござい

まして、一般部の中で地形的な影響ということで前に出ているということを全一

定選定理由としておりますので、この段階においてはあんまり 

0:36:23 下の地質状況とかですね、そういったものよりは位置関係を重視してこの断面

位置としてはここを選んでいるというような状況でございます。以上です。 

0:36:39 静聴クマガエです。防波壁 

0:36:43 甘え日てるっていうところがまずどこにあるのかということはその中で、予算だ

めここ選ばれたっていうのは、 

0:36:52 前てる中でも、予算だめなんだっていう考え方があるかと思うんですけども、そ

れについてはいかがでしょうか。 



0:37:00 地形がところは同じだったというような話ですけれども、その中でどうして 1 の

間の 3 段目のこちらですよ。 

0:37:18 はい、はい、はい。中国電力の野依でございます。先ほどのシミズの繰り返し

になってしまうんですけれども、基本的には日別互換よりも前に出てるところで

どこか断面をということで、Ｉ3 を設定した次第でございますので、 

0:37:36 それ以外、 

0:37:40 なかなかちょっと、はい。それがすべてでございます。以上です。 

0:37:50 規制庁クマガエです。 

0:37:52 ちょっとそこら辺の考え方についてはちょっと私の、また資料がいっぱい見させ

ていただいてですね、検討させていただきます。 

0:38:08 成長クマガエですね、あと、続きましてちょっと 

0:38:13 液状化影響のところについてなんですけれども、 

0:38:24 送り状海峡のところで、水の設定等についてですね。 

0:38:29 液状化影響で評価する際と、 

0:38:33 安定性評価、斜面の安定性評価で評価する推移を変えられると。 

0:38:38 設定の場所変えられないというのがあるんですけども、そこの考え方について

もう一度ご説明いただきます。 

0:38:49 はい、中国電力の柏です。 

0:38:52 まず液状化影響で検討するし、腑ににつきましては、公開の資料の中で、 

0:39:01 なんでしょうか。 

0:39:03 88 ページのほうに記載してございますがこちらにつきましては、次のページ以

降に 

0:39:11 産地の液状化、地下水位低下設備を考慮しない場合の保守的な条件での 3

次元の結果、そのあと 191 ページ以降にこれまでを観測結果、こちらをつけて

おりますが、これを 

0:39:27 包絡するような形で、浸透流解析の結果が二次元の浸透流解析を今回新た

に実施しましてその結果を初期水位として設定しております。保守的にこちら

でもですね、補充を保守性を持った数字だというふうに考えてこちらで検討を

行っています。 

0:39:44 で、もう一方のいわゆる通常の安全率を出す水安定性を評価するときの線に

つきましてはこれまでの審査でも太細と先行審査の実績でございますが、地

表面っていう設定するというような考え方で全力で応力を、 

0:40:01 伝応力での解析に基づき頑張って設計するということでやっておりますので、

こちらで使い分けを行っておりますが、いずれも保守的な条件ということには

変わりはないのではないかと考えております。 



0:40:17 ご説明ありがとうございます。 

0:40:23 あと、 

0:40:25 それからこの 214 ページのところで、 

0:40:29 二次元 

0:40:31 浸透流解析の 

0:40:33 低透水 

0:40:35 層ですね、その時の 

0:40:37 三次元浸透流パイプの上回るという評価をされて、そこで、 

0:40:42 その保全のため、地下水位低下対策として、2 号炉南側森と斜面の 

0:40:48 レベル排水ドレーンを設置すると、これは念のためと記載されてるんですけれ

ども、この以浅トレインの位置付けについて、 

0:40:59 どのように考えてらっしゃるのかっていうのをちょっと教えてください。 

0:41:05 はい。中国電力の鹿島です。江藤久米田の中のポンチ絵でございますが 214

ページの方に日といろいろ破線でですね、排水ドレンが絵を書いてございま

す。今後の後段で審議されます、敷地内の地下水の 

0:41:20 評価について審議される予定だと思いますけれども、こちらの中で、万が一Ｃ

ＯＭ1000 億上回るような評価結果になった場合には、この緑の位置までは必

ず下げるような経過対策設備を講じようと考えております。以上です。 

0:41:37 規制庁のクマガエです。 

0:41:40 といいますとこの地下水位低下対策のこの排水ドレンというのは、その効果を

期待した形での 

0:41:49 今回説明になってるということでしょうか。 

0:41:52 念のためというのはどのような 

0:41:57 はい。中国電力の鹿志村です。現状考えている条件ではこれ以上上がるよう

なことはないというふうには考えております。ただ万が一地震等がやっぱりで

すね、より保守的な条件ということで、こちら側の状況、今後の詳細設計の中

に出てきた場合には、 

0:42:15 今の設定しているし、地下水よりも上がらないように対策を講じたいと思ってお

ります。 

0:42:36 成長のクマガエです。つまり 

0:42:39 現状では特に排水ドレーンについての効果を期待してないということでよろし

いですか。 

0:42:45 はい中国電力シミズです 215 ページ見ていただければと思います。 

0:42:53 この図の中に書いてあります緑の線がですね、先ほどご説明しております検

討用の地下水ということです。位置的なものを見ていただきますとのりＧレーリ



ーのレベルぐらいに水位があろうかと思います。こういった推移ではあるんの

で、これ以上あることはないというふうに思っているんですけど、 

0:43:13 念のためということで、その中の 214 ページに示ししてます緑のところに、こう

いった設備を追加取得ということでございます。 

0:43:29 はい、規制庁クマガエです。 

0:43:31 はい、考え方についてはわかりました。 

0:43:46 まさ規制庁ナイトウですけれども、何か細かい点からスタートしちゃってる構成

の部分。 

0:43:53 はい。 

0:43:54 年前と変わってないのかもしれない 25 ページのフロー操作フローの歴史ロス

トの四角のところで、 

0:44:02 ｄ目安っていうか、基準値をした例。 

0:44:08 母校以内かつっていうところでＮｏもところで、 

0:44:12 代表者様。 

0:44:13 聞こえて参りたいし、対策候補、 

0:44:16 等の検討を行う。 

0:44:19 二つ目のポツが出し設定しながら質のうち影響の関係で、観点から次に評価

は厳しいと考えて対処し設定するとなってるんだけど、 

0:44:28 この基準を満足しなければこのままするのにと。 

0:44:33 基準を満足しなければいいと対策工、それについては検討をする。 

0:44:41 ということで、それをまずはオミットしてしまって、次のやつを来御説明ラブって

書いてあるんですけど、やったことそれでいいんですか。 

0:44:51 ここ通り越し動かないんだけど、対策工事をやったからといって、次のやつが

一番厳しくなるかどうかって私なんかよくわかんないんですよ。 

0:45:03 はい。中国電力の寄りでございます。普通評価の中で、滑り安全率 1.5 下回っ

たりとかっていうのはなんですけどもし、 

0:45:15 Ｆあった場合ということでこちらに記載しておりますが、代表施設を選んで生か

していくにつきましては、それが本当だった場合は対策の検討をやりますけど

も、それ以外の施設については代替施設に代表していたわけになりますの

で、 

0:45:32 都道カイダったらやってここやってないことになります。なのでやってないその

グループの中で、2 番目に厳しかった施設を代表施設に選定して、きちんと確

率に評価を実施する意味でどうか行いまして、 

0:45:48 それ以外の代表施設に代表整備し、当される施設については、 



0:45:56 滑り安定性も含めて代表施設に代表させると、そういった論理構成でございま

す。以上です。 

0:46:03 規制庁ナイトウですけど、そこの論理構成が行われたけど、 

0:46:07 一番厳しいやつを対策工事を行ったわけことによってですね、これはもう見なく

て次のやつを見ればいいっていう構築わかんない対策工事があったからとい

って次のやつよりもいいと基準に対して、次のやつが一番厳しいものになる。 

0:46:25 という判断をどこでやったんですか。 

0:46:28 40 億円前後とされてるか超えないから、結果に影響ないんだけどに構成とし

て、 

0:46:35 ここで、 

0:46:36 対策工事をやるから、次のやつが一番厳しいよね対象にしますってそこの論

理構成とか、 

0:46:43 はいで中国電力シミズですちょっと機械がもうちょっと丁寧に書かないかんの

かなと思ってます。まず最初の対策工の検討を行うというのは対策工の検討

を行った上で、吊り安全率等の基準値が満足することを確認すると。 

0:46:59 その二つ目のポツにつきましては、その次の時点のものについて、安定性が

厳しいと考えられると書いてありますけど、当然この段階においては、時点の

ものが厳しいということも確認した上で、こういった今やってるような、 

0:47:15 対策を実施していくと対策にはだけ海丘安定評価を実施していくというところ

がちょっと今実際こういうことになってないので簡略化して書いてますけど、さ

っき言ったような趣旨でちょっと記載を充実します。以上です。 

0:47:34 いや、多分基準を満足しないものがなかったんだよね。結果としてだから、ここ

の検討を行ってないんだと思うんですけれども、これは頭の体操とか動力工数

の整理だけなんですけど、いや、もし基準を満足しないものもあって対策工場

や、 

0:47:50 やろうというふうになったら、じゃあそれはもう対策工事でオーケーで、 

0:47:54 次に厳しいやつを評価代表にしますっていうそういう頭の整理ではないってこ

とでいいですよね。 

0:48:01 対策工事やったものも含めてどれが一番厳しいのかっていうことをきちんと代

表選定をした上で、代表を選びますってそういう論理構成ということでいいです

よね。 

0:48:12 はい中国電力シミズです。はい、おっしゃる通りです。そこらちょっと記載充実

します。 

0:48:21 はい。粂川委員も。 

0:48:27 僕も超えてはいろいろなことも多いといって、 

0:48:31 さっき 



0:48:36 説明以上でよくわかんなかったんだけど、この間説明を聞いたときでいうと斜

面とか地形の影響を受けるから回析 

0:48:43 断面、 

0:48:46 は大丈夫ですと、入ってますって言ったらこれは新しくＰ直したそれと前から入

ってる持ってたんでしょうか。 

0:48:57 はい。中国電力の野依でございます。結論としては前からモデルの中に入っ

ておりました。おっしゃってる 76 ページのことだと思いますけども、2 号炉ＫＣ

医療建物東西断面は、最初からサチも含めてモデルに入っておりました。以

上です。 

0:49:19 本動きはいいんだけど、照明とか地形が依拠するのは、 

0:49:27 間に高 10ｍバック系等、 

0:49:32 電源建屋とかその辺も、 

0:49:34 前の地形モデルからは可搬式設備から変えてないってことですから、モデル

は一切今までもちょっと書いてないってことですか。 

0:49:44 中国電力の乳井でございますおっしゃる通りでございます。 

0:49:48 以上です。 

0:49:50 規制決まると思いますけども、こういうものと、 

0:49:53 ていうのを、 

0:49:58 これコミック評価の話です。 

0:50:07 本 

0:50:08 論理構成効力を書かなかったんだけれども、 

0:50:11 地盤っていう、もう 

0:50:15 もう斜面安定のもので、水としては、 

0:50:21 地表に持っていきますということで、そういうの修正を担保しますっていうって

いう部分。 

0:50:28 ですよね。 

0:50:30 で、地盤のところについてを主として、羊蹄施設とかも担保をとるから液状化を

行うという気浄化についてもしないという方法で、 

0:50:45 もうかなりのところについては、何で基準化を考慮しなくていいんですか。 

0:50:52 押してるんですか。そこはよくわからなかったんだけども。 

0:50:59 はい。中国電力の鹿島です。 

0:51:02 斜面について液状化を考えなくていいというふうに結論に至った理由としまし

ては、この度ＦＬＩＰで、 

0:51:12 液状化をするかどうかっていうのを解析をした結果、過剰間隙水圧の分布状

況、これらを見た上で、液状化をするような結果にはなってないかという解析



結果をもっても、液状化をしてないというふうに結論づけております。ただ念の

ため、 

0:51:29 仮に液状化して強度が発言されないという状況も想定した上で滑り安全率の

検討もして、所定の滑り安全率があるということを確認しております。以上で

す。 

0:51:47 ちょっとあれですけど、それって冷凍平板のところも前面のところでお話をされ

てんだと思うんですけど、斜面自体をもう地表面まで、 

0:52:01 次は持っていきますと、だけど、 

0:52:04 劇場は考慮しないんです。 

0:52:07 ポストというそこの論理構成をよく説明してもらえますか。いや、水位を地表ま

で持っていくってことによって何に何を保守的に考えることができるとして、水

位を地表まで持っていってるという考え方っていうのか、 

0:52:24 そのうえでなんで液状化は考えなくて、この斜面の部分について考えている

か。 

0:52:31 ていうとこ、 

0:52:34 所決壊わけですよね。そこの部分がどういう論理構成なのか、今ひとつよくわ

からないんですけど。 

0:52:44 はい。中国電力の鹿志村です。ちょっと説明が繰り返しになるのかもしれませ

んけれども、まず、液状化についても、保守的な推移をもって検討した上で、

有効応力解析によって地震液状化するかどうかというのを確認した上で、 

0:53:02 引き力をしないというふうに今回整理しております。あわせて、いわゆる前応

力解析で通常やるフラッシュでの解析につきましては、ここは有料でやると解

析をするということで、 

0:53:18 より重たいもので、ゆするといいますか、慣性力大きなもので評価するというと

ころで保守性のある条件として、の甘さとで結果も検討するということを我々蓄

光の結果としてはそれを地表面に地下水を設定してと言うふうに整理しており

ましてちょっと 

0:53:35 こちら液状化影響検討とより全応力の解析の滑り安定性検討、こちらは切り分

けて整理をしております。 

0:53:43 以上です。 

0:53:44 規制庁の規制庁ナイトウですけれども、答えになってなくって、 

0:53:50 なんで、地表斜面の該当部分のところについては、地表面まで保守的な設計

とするために、地表面に地下水位を設定をしますとしているいる一方で、 

0:54:05 検討用地下水を設けてあげて三枚の部分については地下水がないものとして

液状化の対象から外しますとしてるけど、ここのロジックがよくわからない。 



0:54:23 そもそものアクセスの間でそもそも論として地表面に地下水を設けますという

ことに関しては、何を保守的に解析するために地表面に設けてですか、そこの

中国電力ちゃうとまず教えてもらえませんか。 

0:54:37 はい。中国電力シミズです資料の 188 ページ見られてるかもしれませんけど

も、先ほど来説明したところ、ところの資料でございます。まずポツの一つ目で

書いてありますのが、周辺斜面の安定性評価では保守的な評価となるよう地

下水流地表面とした荷重条件法は、 

0:54:57 流量で安定解析を実施すると。これがナイトウさんがおっしゃられる何を保守

的に設定したかというところで、先ほど鹿島が言いました通り、ここにこの地下

水位以下の重量に、岩盤であり、それからもうリード斜面でありこういった重量

を時 

0:55:15 流量よ水を含んだ重量ですることによって保守性を担保して、安定解析を実施

すると。その線が下の断面イメージ図のほうに書いてあります。青い実線のほ

うになります。引き出しで書いておりますけども、 

0:55:30 周辺斜面の安定で評価では先方との実現を含め、悪魔地下水を地表面設定

したと言われて実施しますとこれ先行サイトもこういうふうにやってますのでや

って、こういう評価を実施してます。一本モールド斜面につきましては、 

0:55:45 先ほど周辺斜面も一緒なんですけど、本来は地下水というのはかなり低いも

のだと思ってますけども、これをよりも現実的というか、二次元浸透流解析の

解析によってやった結果でこの青い点線のほうを、 

0:56:02 確認して、液状化しないということを確認しているということです。まずナイトウ

さんのご質問に対しては、最初のポツの一つ目に書いてあります通りは重量

でするということをもって保守的に考えているということでございます。以上で

す。 

0:56:21 規制庁ナイトウです保守的にというところについては、授業を保守的に設定を

するというだけですね。 

0:56:29 はい、その通りでございます。 

0:56:32 持ち越すについてはどうするのかっていうことに関しては、だってこれ締め切っ

ちゃう作業をマーケティングとか両町から地下水がどうなるかってことについて

は現状わからないので、見通しとしての部分で浸透流解析をやるということと、 

0:56:52 あとはこれで表 1 番手の場合とかについては、揚水しますっていう話になって

いて、それについては今週は地下水監視するっていう形になってるんじゃない

んでしたっけ。 

0:57:15 はい中国電力シミズです。100 ページご覧ください。 

0:57:29 100 ページが基礎地盤の安定解析における地下水の設定方針ということで書

いております。 



0:57:37 下の下の方の段イメージ図見ていただきますと、基礎地盤で徹底する地下水

のＳＥＣ設定というのは青い暗点線で記載しております。この段階において

は、まず地下水位低下設備というものを無理期待していなくて、 

0:57:54 周辺の森土砂面等につきましては青い点線のように地表面で設定するという

ことになっておりますのでこの段階で基礎地盤と斜面とＥＵものについては整

合しているものというふうに考えてございます。以上です。 

0:58:14 野球てそういうことを規制すること聞いてなくて、 

0:58:18 これね、 

0:58:23 範囲で強化のほうの話の話んなったけど、 

0:58:28 ほかのことについては、用水施設を 

0:58:34 中国電力さんもつけるって要するに期待するっていう設計方針っていうことで

まずいんですよね。 

0:58:43 はい、中国電力シミズです。施設についてはそのような考えでやっておりま

す。以上です。 

0:58:50 桐島ですけどとか要請してきたりするってことは佐賀施設自体も対象になって

いくし、ここのところの水自体も監視をするってことになってるんじゃないですっ

け。九州電力さんは今どういう局の形としてますか、先行の女川でいえば、 

0:59:06 すぐに監視するって形になったと思うんですけど。 

0:59:15 はい、中国電力の義次でございます。今ナイトウさんがおっしゃられた通り中

国電力としても、地下水位低下設備を設置する計画としております。 

0:59:27 今の現状、6 ヶ所程度地下水観測孔がございます。そこで十分低いっていうこ

とは引き続き観測していくということはご説明をしております。以上です。 

0:59:41 ＳＥＣのナイトウですよそうするとね、この斜面のところどうするんですか。 

0:59:47 214 ページのところ、 

0:59:50 観測ナンバー6 とナンバー7 はここも水位は観測。 

0:59:56 対象になるんですけど 7 ですか。 

1:00:01 はい。中国電力の義次でございます。そちらについては引き続き継続していく

ということで今考えております。以上です。 

1:00:11 そのことから地下水の監視ということでこのＮｏ.6 とＮｏ.7 の地点についても、こ

れも常時監視対象になる。 

1:00:22 という、そういう理解でいいですか。 

1:00:27 はい。中国電力の吉国でございます。その理解でございます。どうぞ。 

1:00:47 うんおっ津波に起こるところが多いままで解析している地表面地下水位設定し

ているけれども、 

1:00:55 ここ、これよりも高くなった場合についてはどういう対処されるんですか。 



1:01:03 はい、中国電力仮称です。214 ページをご覧ください。こちらで 

1:01:12 紫の線で記載しておりませんがＦＬＩＰで設定している地下水の線でございま

す。こちら書いてございますように、仮にこれが超えるような場合についてはも

排水どれを設けることでこれ以上上げないというふうに考えております。 

1:01:31 以上です。 

1:01:40 規制庁規制庁ナイトウですけれども、いや、いいとね、それでうまくいきゃいい

んだけど。 

1:01:47 駄目だった場合はどうする。 

1:01:54 中国電力シミズです。今のご質問は、解析上今後工認段階で統合する当社の

方からご説明する地下水が、当然地下水位低下設備というのを期待したもの

が、この水位よりも大きくなったらどうするのかというご質問でしょうか。 

1:02:14 つまりここですけれども、2.5 倍のこと言っているんじゃなくて、この斜面のとこ

ろは駅水位が上がってこないから、皆さんの今の説明は今も低いままですと、

想定した解析結果でも水位は上がっていないです。 

1:02:33 という話で、 

1:02:37 だから、斜面のところについては、Ｋ浄化のことについてを考慮する必要がな

いんですという論理構成と取り返してたけど、仮にここの部分で打って出て、Ｎ

ｏ.6 とＮｏ.殿は長時間そこなんでしょうか。ここの水位が今想定してる地下水よ

りは上がっちゃった場合についてはどうするの。 

1:03:05 すいませんと何度も質問してるんですけど上がっちゃった場合というのは実態

としては終わったということを言われているのか、解析上の結果としてわかっ

たというのはちょっとどちらかがよくわからなかったんで教えていただけます

か、ＴＨＡＩとして解析を予測だから。 

1:03:22 予測が正しいかどうかっていうことについては観測をするっていうことなんでし

ょ。 

1:03:27 予測だから、違った場合についてあり得るんだけど、じゃあ実測をだから実測

をするっていう話になるはずなんだけど、実測のところでわかっちゃった場合

はどう対応されるんですか。 

1:03:45 現時点ではこういった保守的な水条件で解析をしても上がらないということを

お示ししてるつもりなんですけど、これが仮にあったときにどうするかとそういっ

たことを今おっしゃられてると理解したらよろしいでしょうか。 

1:03:59 設置許可のところ等で、液状化斜面の部分についてについては液状化起こら

ない形で解析をして斜面安定社会っていうのもあってますけど、余っちゃった

場合については、設置許可で確認して逸脱するんだけど、そこの部分につい

ては 1 件 100 万設置許可違反ということで、 

1:04:18 運転停止命令を出してもいいというふうに理解ですか。 



1:04:32 すいませんちょっと設置許可な命令違反というのが、ＩＥＥＥ違反命令というの

がちょっとどういったものが、よくわかってないところがありますけど、基本的に

は上がらないというふうに思ってますので、 

1:04:47 そのようなことはないとは思っておりますけど、それでこの審査の方は、 

1:04:55 するのであればそれも一つの答えかなというふうに思っております。以上で

す。 

1:05:00 規制庁ナイトウですけど、頭の体操ほんとけどね、赤丸とｄ等想定されるから、

その先のことを考慮しませんっていうのは最近の反省でやめましょうってなっ

てるんだけど、そこの事業所のスタンスは、いや、評価上いいからその先のこ

とは考えませんっていうスタンスのままという理解でいいですか。 

1:05:39 はい。中国電力シミズです。先ほど 214 ページの資料でございますけど、そう

いった意味でこの念のためというのを 

1:05:50 のための排水ドレントイレっていうふうなものを考えているところもございます

のでこの位置付け等も改めて整理してですね、これを期待することによって、

先ほどナイトウさんおっしゃられた頭の体操については、これ以上上がらない

という整理をしたいなというふうに考えております。 

1:06:11 以上です。 

1:06:30 我々としては、 

1:06:38 行政報告され、 

1:06:42 決算をさせる。 

1:07:00 規制庁ナイトウですけれども、まず最初のステップとして言うと、瓦ＣＯして水

がないことを、よりどの滑り面に該当するようなとか、今設定しているＦＬＩＰで解

析している地下水検討用地下水よりも、 

1:07:18 わかっていないということについては、これは常時監視すると、そういう理解で

まずそこはいいですか。 

1:07:30 はい。中国電力の義次でございます。Ｎｏ.677 につきましては常時観測してお

りますのでそのＲＩご理解でよろしいかと思います。以上です。 

1:07:43 規制庁ナイトウです。レートに検討用地下水よりももう人の部分に地下水が上

がっていないということについてこの№6 とＮｏ.のほうを観測していれば恐れが

ある。 

1:07:58 監視ができるという理解でいいのということで、 

1:08:03 ですか。 

1:08:08 早田中国電力シミズです 214 ページ見ていただくことわかる通りですねＮｏ.6

については、整う理事 1 にちゃんと押さえられているということが確認できてま

すし、Ｎｏ.7 については一部岩盤の中まで入っていますけど現状推移としては

岩盤の中に入ってますので、 



1:08:26 こういった傾向が確認できれば、少なくとも 15 メートル盤以上のＲＩのりの中に

水がないことを確認できるという積雪になっているというふうに考えてございま

す。以上です。 

1:08:53 努力するのが非常に 

1:08:56 中国電力のヤマダでございますが、 

1:09:00 この 

1:09:02 我々としてはですね、この森の部分の設計地下水より上がるという状況が行

わある場合に関してはですね、もちろんその液状化ということも考えられます

ので、運転を継続するということはもちろん考えてない。 

1:09:21 わけでございます。ただ 6 と 70 継続監視をしていてですね、上がったら止まる

のかとかですね。ただ、これをずっと継続監視をしていて、ある程度のレベル

になってきたときに、対策をするとか、 

1:09:39 そういうことについてはですね、ちょっと今即答をすることは非常に難しいんで

すけれども、 

1:09:46 そういうふうなことをですね、今ナイトウさんからのご指摘を踏まえると、考えて

いかないといけないのかなというふうには思っておるんですが、その辺をです

ね例えばマウンテンの条件というふうなことを、 

1:10:05 踏まえて書くのがわからないのか、そこら辺についてはですねちょっとちょっと

即答しかねとるというところでございます。ただ、いずれにしろですね、ナイトウ

さんのご指摘のようにこのＳＥをあがっ 

1:10:22 上がっても分娩するのかということは、それは我々としては考えてませんの

で、そこについてちょっとしっかり色をさしていただきたいと思っておりますし、

場合によってはですねその水位が、 

1:10:38 上がり傾向になるような場合にはですね、例えば 

1:10:45 設備で対応するのか、或いは例えば名義超過しないようにある程度固めてい

くのかというふうなこともですね、考えていかないのかいけないのかなというふ

うに今感じているところでございます。ちょっと 

1:11:01 回答になっていないようなところもございますが、とりあえず今のナイトウさん

へののご質問について、ちょっと今思っているところでございます。 

1:11:39 19 万トンですけれども、運転をするかって話の中で、設計基本設計としてね、

どういう考え方なのかっていうのを確認しているんですけども。 

1:11:54 これ浸透流がどういう流れのこの評価の資料ナンバー6 の水が雨降って傾向

になってるのかっていうのちょっと今すぐ出てこなきゃわかんないんだけど、基

本的な考えとしてはこれも同じでして、雨が降って、 

1:12:08 そういうこの周辺で降った雨のやつについては、Ｑ地表を底面として森友中、 

1:12:19 もう 



1:12:20 浸透して下流に向かって流れていく。 

1:12:23 なんかだと思うんですけれども、 

1:12:28 そうだとすると、この観測点でもリートの部分に、今設計料継続する検討用地

下水よりも来てないっていうことはいっぱいいるんですか。 

1:12:44 そこがちょっとよくわからないんですよ。 

1:12:52 はい。中国電力シミズです。推移につきましては 191 ページで 192 ページのほ

うに時系列というか、これまで過去 5 年ぐらいのデータを 

1:13:05 機械しております。 

1:13:09 まず 210－191 ページがＮｏ.6 ということで、1 ページ前見ていただきます 190

ページのほうに断面と平面位置つけております。先ほどご説明しました通り№

6 については、 

1:13:25 15 メートル盤からＳＥを地下水観測設備、ここを掘っているという状況でござい

まして、この水位のほうが、このオレンジのラインですね。 

1:13:41 こういったものになります。当然雨がその上の方に記載していますけど雨が降

ってくると、水も上がるということになっておりますけども、再考するということ

で、ナンバー6 のほう示しておりますけど約 

1:13:55 6.5ｍばかしの推移になりますんでちなみにここの標高というのは 15 メートル

でございますので、のりＧのりの中には約 10 メートル、七、八メートルぐらいの

融度というか地表面までの 

1:14:12 Ｕクリアランスｒというふうになってますんで片や 192 ページの方にナンバー7

のデータを示しておりますけども、これは大分 44ｍ盤の高さに設置から設置し

ているものでございますけども、 

1:14:29 一時的に水位が上がってこれまでもそうは言いながらも、8 メートルということ

で先ほどの 6Ｎｏ.6 に対してほぼほぼ同じようなデータが記載しておりますの

で水位が上がれば全然雨が降れば水位が上がるということをとらえてますし、 

1:14:49 水位としましても、この二つの観測孔結ぶような感じで、おそらくｄターン的に

はなっていると思いますので、そういったことで、この二つの観測孔で 

1:15:04 データの方は水位のほうが 

1:15:08 結果を重則の中にそういった水がないということは御石膏確認できるのかなと

いうふうに思っております。以上です。 

1:15:27 アクセンチュアですけども、ＵＲレポこれは今緑で書いてるのねのための造園

工事については、前ものとして考えるんですかね。多分設置するって書いてあ

るんだけど、この位置付けが置かないというけど、 

1:15:46 うん。 



1:15:48 中国電力シミズです。どう時に何年のためないものというところがあれですけ

どもちょっと明確じゃなないですけども、こういった浸透流解析をするときには

当然この施設というのは入れていません。 

1:16:09 そういう状況でございます。 

1:16:25 モールド斜面なのでかなり透水係数も高い大きいということもありますので雨

が降ったらもうすぐ瞬時というか 120213 ページのほうに透水係数、 

1:16:37 記載しておりますけど、 

1:16:41 それ以外の 

1:16:46 しておりますけれども下から二つ目ですねに掛ける 10 のマイナス 1 乗程度の

ものでございますので、比較的大きなものということで、降ったらすぐ流れる

と。その中に滞留している者の裏面の 2 の中に滞留するようなものじゃなくて、 

1:17:05 自然流下していくようなものというふうに考えてございます。 

1:17:20 これはこれ、 

1:17:33 規制庁のですが、入ってない。 

1:17:44 規制庁の時ですが、ちょっとすごく細かい話になりますけども、 

1:17:50 213 ページに書いてあるもの透水係数ですよねって、これでいうと 2－9 のマイ

ナス 1 兆なんで、 

1:17:59 かなりリスク投資はいいですし、なんていうんで、 

1:18:03 比べるとみたいなものを 114 ページも言えても、 

1:18:07 特段あまりそんな効果がないような気もするんや方等々のような感じがするん

ですけど。 

1:18:13 この辺程度ですかね。 

1:18:16 ある意味ですね、Ｎｏ.しか今、対応方針としては今排水プレート改定。 

1:18:23 もう、 

1:18:24 それに限定できるのかっていう、そう効果から考えて、 

1:18:30 それで十分といえるのかという。 

1:18:33 があるのか一点と、 

1:18:36 全部兼ねて先ほどからのクマガエの方からも、ナイトウの方からも出てますけ

ども、 

1:18:42 持続ですよね。 

1:18:44 例えば、基本的には地下水を視察することがあるならば、 

1:18:49 排水努力は必要になるということで、設置許可の中において、これはその前提

と結構程度あって制度を、結果 2Ｅを前提条件として考えるべきなのか。 

1:19:05 それとも、あくまでもこれは必要に応じて考えている程度の話とか、そういう点

のために、この辺がですね、あまり 



1:19:14 曖昧な感じがするんですよね。本件について、もう一度、 

1:19:20 説明いただきたいんですが、いかがでしょうか。 

1:19:25 はい、中国電力のシミズです。まず 1 点目 213 ページの透水係数の効果とい

うか、そもそも意味があるのというところだと思います。おっしゃられる通り、か

なり高い透水係数になっていますので、 

1:19:43 これこれを補強するための緑の地下水排水ドレンという意味でいくと効果とし

ては実際問題としてはあまり期待できないのかなと思っておりますけども、より

確実なものにするという意味で、ちょっと念のためということも入ってますし、 

1:20:01 絶対これ以上上げないというような姿勢を示すという意味で、ここは記載して

いるところでございます。2 点目のこの位置付け、緑の排水ドレーンの一部系

でございますけども当時の当時でこの資料作る段階においての考え方という

のは、 

1:20:20 215 ページの現在の浸透流解析の結果を見るとこれを上がってこれ以上上が

ってないというのがあったので、念のためというふうに期待しておりましたが、

先ほど来ナイトウさんからのコメント等を考えるとですね、 

1:20:38 この位置付けをですねもうちょっと上げるというか、明確なものにすべきかなと

いうふうに今現時点では考えております。はい。以上です。 

1:21:22 規制庁タニです。 

1:21:24 私の方もちょっとこの観測孔について確認させて欲しいんですけど、両方の観

測孔岩盤の中まで掘削しているということで、ちょっと本当にもう 2 度の中の吸

い取られてるんですかねっていうところなんですけど、これ構造としてはどん

な、 

1:21:41 そうなってずっとストレーナが入ってるんですか、事業から。 

1:21:52 はい。中国電力の義次でございます。観測孔につきましては、 

1:21:58 岩盤の中というよりは森泥の中の地下水を調べるべきということで、森の中の

ある程度の高さのところまではスリットが入ったような塩ビ管を入れておりま

す。地表面付近につきましてはあまり関係ないということで、そこの辺りは、 

1:22:18 単なる塩ビ管になってたと記憶してます。ちょっと高さ的にどのレベルかってい

うのはすいませんがちょっと記憶にはないんですけれども、ある程度の広い範

囲をスリットで入って森の地下水がはかれるようにしていたと記憶しておりま

す。以上です。 

1:22:34 規制庁とニュースネットですね。岩盤の中にもストレーナが入ってるのかどうな

のか、要するにこれって、例えば、例えばですけどナンバーの 7 だったら、な

んか透水係数がすごく低い旧表土のところを抜いて、下の岩盤の中の水を測

っているような、 



1:22:51 こう見えてしまうんですけれども、その辺りちゃんと盛り盛りだって普通、普通と

いうか、間隙水圧検使ったりとか、守り度の中で水観測孔止めたりとか、そう

いったことをやられてないのかなというところで聞いたんですけど。 

1:23:10 はい、中国電力の義次でございます。 

1:23:14 ちょっとやり方すいませんきちんと覚えてないんですけれども確かの岩盤の少

し下ぐらいのところでですね、 

1:23:22 水水Ｅの底盤みたいなものを設けまして、 

1:23:29 明らかに 

1:23:31 森野のところの地下水図れるような設定をしていたと思います。確かあの、 

1:23:38 水圧は上がりますので 1 メーターぐらいまで下は岩盤のところに確か水位計を

入れて、その下のところの水位が上がらないような設定をしていたと思いま

す。以上です。 

1:23:56 ちょっとその辺お答え曖昧なところもあるので、今後説明していただけたらと思

うんですけれども、本当に盛り度の中をしっかりと水が間隙水圧として図れて

いるんですかっていうのが、ちょっと今確認したかったところでした。 

1:24:15 私のこれ以上です。 

1:24:25 結果説明だけでなくて、 

1:24:31 説明ですけども。 

1:24:34 この海水ドレンっていうのは、までのためっていうのは基本的にもう一本、 

1:24:41 この前提条件として、これはもう設置すると。 

1:24:45 必ず 

1:24:46 そういう考え方っていうふうに、先ほどから機器等っているんですが、そうした

場合ですね、実際にこの排水トンネルっていうのは、 

1:24:56 どういった位置付けのいわゆる施設区分っていうかですね、考えてるのかって

いう。 

1:25:02 ていうのまで、今ご検討されてるんでしょうか。 

1:25:11 はい。中国電力シミズです。当初この資料作った時には念のためということで

あったのでそこまで行動的なものとかですね、そういったものは考えてござい

ませんでしたけど、ある、あるとある程度といっちゃいけないと大体申請とかで

すねどのような格好でやｍｍ 

1:25:31 をとるのかとかそういったところについては今後検討しないといけないのかなと

いう程度で検討はまだ現段階ではとどまっています。 

1:25:41 以上です。 

1:26:08 はい、程度中国電力シミズです先ほどのコメント、若干補足しますと正しい 



1:26:15 念のためじゃないというかこれを必須の設備であるということになると先ほど言

ったような耐震性とかですね今原子炉建屋の直下で議論になっておりますし、

メンテナンスとかですね、そういったことも考えていかないかんのかなというふ

うに思っておりますけど。 

1:26:31 ちょっと 

1:26:35 ここの設備をバンとリリース設備とするのか、先ほどヤマダの方もちょっとまだ

現段階で明確な答えはちょっとんなってないという話をしましたけども、この辺

りはですねちょっともうちょっと議論を考えてみたいなというふうに、社内的に

考えてみたいなというふうに思っております以上です。 

1:26:54 社長のナイトウですけども、この前位置付けを明確にしなさいと言ってるわけ

ではなくて、斜面を斜面の安定性を検討消防設計 

1:27:08 として検討するにあたって、水は今の検討水位以上やらないということを前提

に行くための安定性の 1.2 を満足していますということを説明するという方針

で、 

1:27:24 あるんですよねまずはね、そこは、 

1:27:26 この方針でいいんですよね。 

1:27:29 熟年さんとしては、 

1:27:31 15 年度ですはいその通りです。 

1:27:34 はい、規制庁ナイトウですけれども、であるならば、水位が上がっていないとい

う担保が運用上必要になってくるんだけれども、それはどうやってどうどう担保

するんですかっていうときに、いや 

1:27:51 森友中の間隙水圧を図るために口等々、測れるように設定がされている観測

水位観測工程監視をしますと。 

1:28:05 言うのか。 

1:28:08 今面のために書いてあるんだけど、こういう排水工を設けたわけでこれが機能

を維持していることによって水位が上がらない。 

1:28:19 こっちになるので、実際に測ってないの多く水観測孔でも確認をしますと言うの

か、どっちなんですか。 

1:28:32 設計上この数以上のところについては斜面テントには考慮しないと言っている

ときの考慮しない前提条件は何なりで設定をされているのか。 

1:28:44 っていうところなんですけど。 

1:28:47 そこの考え方がしっかりししないとそれぞれの施設に設備をどういう位置付け

にするのかっていうのが進まないと思うんですけど、中国電力さんとしては、 

1:29:00 今解析でやっている水位よりも上にＮＥＣが悪いことは考慮しない捨てないと

いう条件は何をもって担保できているというふうに考えているのか、そこを教え

ていただきたいんですよ。 



1:29:17 はい。中国電力シミズです。最初にも出ていました通り、まずこの浸透流解析

の結果をもって上がらないということを担保していることを担保している他を確

認していると。その担当として、 

1:29:35 地下水低下設備の 8 月の審査地下水観測孔でそれがわからないということを

確認するのかなというふうに思っております。先ほど沢山の方からもありました

通りこの世をいっぱいフリードレンを入れたにしても水が、 

1:29:55 結果が劇的に下がるんはものじゃないと思っておりますし、先ほどちょっと発

言がぶれてるかもしれませんけど 

1:30:07 上がったときにどういう対応するのって、上がったときのことはどのように考え

るのという話がナイトウさんの方からもございましたのでそういったものについ

てはこれを他の耐震化に諮って、施設としてチェックしていかないかんかなと

いうふうに思っておりこったのでそういった回答という方をしたんですけども。 

1:30:26 横坑方針としましてははっきり言いましたように、まず浸透流解析で上がらな

いと変わらないことをちゃんと設定等観測孔で確認すると、上がるようなことが

あれば、さっきヤマダも申しました通り、もうそれ以上の運転はしないと。 

1:30:44 もこういった整理かなというふうに思っております。 

1:30:52 施設ナイトウですけれども、あのね、ヤマダさん。 

1:30:58 あまり踏み込んで発言されてるのは認識してるんだけどね、今は基本設計と

する様に安定性を農水条件として何を条件として考えるにあたって十分な担

保取れてますかっていう話だって、 

1:31:13 それを超えたときに移動するかって話は、まず置いといて、僕もさっき言い過

ぎた部分もあるんだけど、 

1:31:21 塀やここの数以上のものについては考えなくていいですという、 

1:31:27 担保をまでとりますかっていうところなんですけども、そこはどっちですかって

まだ決めきれてないってことですか。もしくは、 

1:31:40 Ｎｏ.6 とＮｏ.なって、測っていると言っている水でやるってことです。だからそう

であればここの水位で監視をして、超えてないことを確認しますので、というこ

とであれば、そこが担保になるんだけど、逆に言うとこれで渇水をこれで観測

しますっていう話であれば、 

1:32:00 じゃあ、森友中の間隙水圧をとしての水位をこれでちゃんとはかれているのか

どうなのかっていうのをきちっと説明してくださいということになりますけど。 

1:32:10 どういう考えなんですか。 

1:32:31 はい。中国電力シミズです。 

1:32:35 排水どれ簡単に答えると排水ドレーンに期待する機能を期待してこの水位を

維持していくのかということに対しては、そもそもも里道の透水性の高いものの



中に置いた排水ドレンをやってもですね、そこまでの効果というのはあまりない

というふうに思っておりますので、 

1:32:53 しっかり浸透流解析の結果をお示しして、それで水位はわからないということ

を説明してそれを確認を、地下水観測孔の方で確認していきたいというふうに

思っております。 

1:33:06 以上です。 

1:33:11 年間。 

1:33:16 関連でね。 

1:33:32 なった場合、 

1:33:37 規制庁ナイトウですけれども、今のシミズさんの説明と、浸透流解析の結果に

基づいて降水上位は行かないという担保をとるってことですか、浸透流解析は

あくまでも解析であって、 

1:33:55 これで白黒つけられるものではないと思ってるんですけれどもそれは白黒つけ

るつもりですという形で持ち込まれるっていうことです。 

1:34:04 ＩＡ中部電力シミズです。地下水観測坑については今お示ししているデータの

鍵限りというかその範囲の中での話なので、例えばこれ以上の雨が降ったら

どうなのかとかですね、そういったことに対するお答えはなかなか説明性も 

1:34:24 ないのかなというふうに思っておりますので、先ほど言いました通り、浸透流解

析の結果をもってご説明した上でプラスアルファーとして、今後、今まであるデ

ータも含めて、地下水がＮｏ.6Ｎｏ.7 で上がってないということを御説明すべき

かなというふうに考えております。以上です。 

1:34:58 はい。 

1:35:03 だけど対策。 

1:35:05 部分の補足を説明するための指針と理解します。 

1:35:13 ここでは、 

1:35:15 結局、 

1:35:29 性 

1:35:32 や家族は政府、 

1:35:36 そういった 

1:35:39 わかってないっていうことを監視するのが請願書でそれぞれ相関式だけでい

いというのがきちんと理解して、それだけで十分。 

1:35:53 協力関係の結果がわからないからいいです実績では、 

1:35:57 勝井 

1:36:00 設定していく。 

1:36:02 それでわからないこと。 



1:36:06 いわゆる進めてきちゃうからこうですね。 

1:36:17 それなんですけど、何かとか、 

1:36:21 わからない。 

1:36:27 家族で決める。 

1:36:32 施行前 

1:36:35 近ければ施工の監視をするだけとしているのは、 

1:36:39 別途見通せて、 

1:36:42 その見通しに対してはできたって完全ような、 

1:36:48 検討して、 

1:37:02 この企画規格から、 

1:37:06 いや、5 ページ右側の方、 

1:37:11 閉めて、 

1:37:14 結構、 

1:37:23 規制庁ナイトウですけれども、ちょっとよくわからないとよく整理して欲しいんで

すけれども。 

1:37:28 今の段階で未来イソダとして、シミズさんの説明だと未来予測としての浸透流

解析をすることによって上がらないということが 

1:37:42 確認できているので、 

1:37:45 念のため監視をします。 

1:37:49 と言っているように聞こえるんだけど、実際の運用を考えた時については、別

に浸透流解析そのたびに毎回うまくやってるわけではなくって、監視をしてる

水位が想定されるよりも下がってますよねってことだけをずっと追っかけてく、

運用上はなってるわけであって、 

1:38:10 設計上をシミズた予測とその浸透流解析をすることによってこの範囲で収まる

という見通しがあるもので、設計上考慮してる水位に上がる可能性は低いと考

えているから、そこで上がってないということを、 

1:38:30 営推観測をするだけで運用上成分なんですが、そういう論理展開じゃない。 

1:38:37 そこがよくわかんないんですけど。 

1:38:41 すいません私の説明が悪かったかもしれませんけど今ナイトウさんがおっしゃ

られた通りのことを言っておりました。要は未来予想を解くっていう話が出まし

たけど 212 ページちょっと見ていただきたいと思うんですけど、浸透流解析の 

1:38:57 ちょっと工法あまり丁寧にご説明していなかった関係もあるので、ちょっとご説

明させていただきますと、212 ページにこれ上のほうの不合理非地表面水稲

固定って書いてあるところが両サイドにあろうかと思いますんでここについて

は、 



1:39:15 水位を固定して、これ定常解析なのでこことここを固定して、その後の浸透流

海進性と水位はどうなるかというのを森尾内の復水がどうなるかということを

やっています。なので瞬時に雨が降った瞬間にどうなって、 

1:39:33 どれがどれぐらいの時間ではけてそういうことをやってるんじゃなくてもひたひ

たの状態でこの両脇を固めて、森ドライウェル水位がどうなるかっていうのを

やったのが今のような状態です。簡単に言うと常時もひたひたの状態が両サ

イドにあってもどうなのかどうかという気がけなるかっていうのを確認したもの

です。 

1:39:50 ここいった要は未来予想というか所Ａとか考えられ、今の段階で考えた、こうい

った推移で遠田地下水おもりどないないということは確認しているんだけども、

それをより確実に確認していくという意味で、 

1:40:10 地下水観測孔で水位を確認していくと。そうならないことと、それ以上ならない

ということを確認していくというようなことを考えておりますのでナイトウさんが

最後、 

1:40:22 言われたようなことを我々としても、先ほどご説明したし今後考えているという

ところでございます。 

1:40:30 以上です。 

1:40:43 はい。規制庁ナイトウですけれども、 

1:40:48 今もシミズさんの答えて、9 億電力下がら今どう考えてるのはわかったんだけ

れども、 

1:40:57 この資料どこ寄ってもそう書いてないし、 

1:41:05 それはおっしゃる通りですちょっとそこは 

1:41:10 まず位置付けが 

1:41:13 地下水観測孔の位置付けが、今後やりますとかですねそんなことも書いてい

ませんので、おっしゃる通り、どこにも書いてないので、先ほど説明したような

内容のものをここに記載したいというふうに思います。以上です。 

1:41:31 はい、説明ですけれども、その時に、今Ｎｏ.6 とＮｏ.6 の観測水位観測孔がさっ

き持ったり、質問したけど、きちんと埋めるの水頭圧を 

1:41:48 2 以降になるような考え方の推移加速ができているのかどうかっていうことの

観点から、ここはどういうものなのかというふうになってるのかっていう、きちん

と説明してもらえませんか。 

1:42:04 中国電力シミズです。承知いたしました。 

1:42:17 規制庁タニです。次にちょっと確認させてください。212 ページのさっき説明しま

した地表面水稲固定の範囲ですね、これは何で決めてるのか確認させてくだ

さい。 

1:42:36 はい、中国電力箇所はですね、ともこちらの 



1:42:39 15 円盤につき 15 メーターバーにつきましてはもう全員気が付い人になるとい

うふうな考え方で、下流側につけておりまして上流側につきましては梅田の終

端付近までは地帯になるようなっていうことで設定しております。以上です。 

1:43:01 規制庁タニです。ありがとうございます。ＭＵＴＯＨの終端付近にこれ見えない

けど、 

1:43:07 何かあるんですかね。もうちょっと左じゃないのかなっていう気はするんですけ

れども。 

1:43:20 記憶てんのかします。黒線すいませんこの辺りちょっとあんまり厳密的ではな

いんですけども 

1:43:27 かなり低めに雇っていたんで大体今タニがあったんですが、森とか上がる付近

ということで設定しておりましても結果ここ辺が前後してもあんまり影響ないと

思っております。すいません。以上です。 

1:43:40 はい。中国電力シミズです。も里道崩落雨漏りのがちゃんと含まれているとい

うことが一番重要だと思ってますので、この鉄塔もちょっと左側から若干入った

若干こう、この絵でいきますと右側の方行ったところ、広めにとっているという

ような状況でございます。以上です。 

1:44:02 はい、規制庁と 2 で説明ありがとうございました。ちょっとその辺の、どうしてこ

こにしてるのかぐらいの説明書きは入れていただけたらと思います。 

1:44:14 はい中国電力シミズです。はい、承知いたしました。説明されますか。今の話

であれば、多分、 

1:44:21 こちらのプラントの方では分水嶺とかの辺まで、どこから水が流れてくるかとか

いう話が説明があって、もっと山の上から来るとかですね、水の流れがこう来

るんだよ、地下水の話があったと思うんで、その辺をも含めてですね。 

1:44:37 因果関係をっていうか関係性を説明した方がわかりやすいかなと思いました。 

1:44:43 それと余談ですけど、214 ページで、 

1:44:48 丁重解析結果で言ったならば、当然 

1:44:54 ＴＰマイナス。 

1:44:57 アジア＋8．後藤ＰＴ15 メーターのところは、初期境界条件として地表面にまで

下にしたっているよという話になっていて、 

1:45:07 実際の 3 次元解析は公認でまだ設計が終わっていないので、地盤改良程度

だけ組織に切った状態がそういうだけ見過ごさ決められるかわかってはいない

けれども、少なくとも、 

1:45:23 関係性があるとしたら、これは推測だけだっていうことも、この 3 次元の紫、 

1:45:31 色のものがより 

1:45:34 左方向にわたって車両購入に追加していくと、いわゆる水がこれは先の部分

が高くなっていく。 



1:45:43 いうだけであまりこっち、右側の方、車検の方はまで上がってこないっていうこ

とも考えているんでしょうか。そういう前提がちょっとあるのかなという気はする

んですけど、このもともとの次、回析を 

1:45:57 もう前提として、これはいかがでしょうか。 

1:46:04 はい。中国電力鹿島です。今、江崎さんおっしゃった通りで、左側の森のほう

は、下の企業名西第二期担いていく傾向 3 次元が今後三次の検討が上がっ

ていく近づく傾向があると思いますので、右側につきましては、 

1:46:19 あまり斜面の岩盤の中に 3 次元のか。 

1:46:23 はい。結果の水とどまっておりますけれども、来勝井とかの締め切った影響っ

ていうのは遠くまでおよんでないと思っておりますので、今、二次元の浸透流

の結果、岩盤の境界付近まで地下水が変わっておりますので、この期間につ

いてもまだ十分余裕はあるのかなというふうに思っております。以上です。 

1:46:45 説明だけですがここ解析条件として、 

1:46:49 同様な補正等ということと、ここにある計画の将来予測を含めて相当保守的に

考えていたのか考えているのか、条件としてですね、前提として、 

1:46:59 この辺もうちょっとちゃんと説明しないと、我々としても、ｓｅｃ解析の 

1:47:06 適切さちょっと伝わってこないので、この辺は十分説明いただけたらと思いま

す。 

1:47:13 中国電力鹿島です。承知いたしました。 

1:47:23 この解析をやろうと思って、 

1:47:33 そこの水が来たら、 

1:47:37 いただきます。サグチてください。 

1:47:55 はい。 

1:48:02 結構水位が 

1:48:05 はい。 

1:48:08 こっから北側、 

1:48:13 規制庁タニです。 

1:48:16 そうですね、ちょっともう私がきちっととれてないのかもしれないですけど補足

説明の 57 ページの 

1:48:27 今後を、これ、ここで説明していることっていうのをですね、もう 1 回これがど

う、どういうことを言うためにつけてるのかっていうのを、 

1:48:37 説明してもらっていいですか。 

1:48:44 はい。中国電力のＵＤです。前回のヒアリングでの確認いただいてきました内

容を踏まえてとこの資料を追加しておりますけども、 

1:48:56 要は解析結果もですね、試験値範囲内にとどまってるっていうことで、 



1:49:03 それを踏まえましてピーク強度イコール残留強度としている設定は妥当なんじ

ゃないかということで考えてます。以上です。 

1:49:20 規制庁タニです。つまりこれはひずみの範囲か 9％ぐらいだから、 

1:49:29 それぐらいの強度しか使わないからっていう話をされてるってことですかね。そ

れと引っ張り強度が出たときに、残留共同 

1:49:39 を使うんだという話とどう関係するんですけ。 

1:49:48 中国電力によるでございます。ちょっと説明悪かったかもしれないんですけど

もＰＥＥＫ共同東映と男女共同同じ値にしているっていう説明をですね、56 ペ

ージの方にしてて、 

1:50:01 この理由につきましてはこの応力ひずみ関係見てもひずみなんか傾向が認め

られない。要はＰＥＥＫを確認してからそれから軟化していくようなものが認め

られないので、まだ 75％のひずみの範囲において破壊してない状態だから、 

1:50:19 ピーク強度と残留強度イコールにしましたっていうことを説明してます。 

1:50:24 実際その解析で出てくるひずみっていうのが、その範囲にとどまっていればい

いんですけど例えば解析でもともと大きなひずみが出た場合は、試験値範囲

内以降でピークを 3 日迎える可能性もありますので、 

1:50:40 そういった範囲内で回析確認できてますっていうのを、こちらで説明していると

確認を考えてます。以上です。 

1:51:00 によって、 

1:51:11 使ってない。 

1:51:14 はい。 

1:51:30 なっちゃっちゃったのか。 

1:51:35 規制庁タニです。すいません。一つこういうようで、 

1:51:40 もし残留共闘斜面の解析のときに引っ張り強度買っててるところっていうの

が、引っ張り応力発生した要素っていうのがあって、 

1:51:51 もし残留強度が違う強度があるんだったら、それが入っているっていうためが

あるんですよね。もしっていう言い方ですけど。 

1:52:40 学校は結局、 

1:52:47 規制庁刀禰すいません私の質問がすごく悪いんだと思う。補足説明資料で

149 度とかで、 

1:52:53 例えばピンク色が引っ張り応力が発生した要素っていうところで、引っ張り応

力が発生したら残留強度を入れるんだということであれど、 

1:53:06 このＣはこれ、 

1:53:12 模擬のところで話さなきゃいけないですねこれ。 



1:53:25 温度のところで、引っ張り強度引っ張り応力が発生しているっていう断面はな

かったですか。 

1:53:44 すいません。補足説明資料の 159 ページ。 

1:53:58 規制庁タニですありがとうございます。ここの断面で、残残留強度を使わなけ

ればいけない区間というのはあるんですかないですか。 

1:54:12 中国電力の油井でございます。モデルすいませんもう一度範囲につきまして

は先ほど来申し上げましたように、ピーク強度と残留強度が一緒なのでそうい

う設定をしておりません。例えば 

1:54:25 滑り面が書いてあるところにですね営業と旧表土は通っておりますけども、 

1:54:33 Ｑフローも一緒ですね。すいません。こちらの滑り面よりも上側の範囲におい

てすべて丘陵とともに移動ということで、残留強度を設定しておりませんので、

この中で残留強度として低下した強度を使うものがございません。以上です。 

1:54:51 えっとですね、タニですけど、残留強度を使うようなとこなんて説明はよくない

ですかね。 

1:55:00 もしピーク強度と残留強度が違う値であったとしたら、 

1:55:06 えっとですね、ｆｌｏｗ引っ張り応力が発生した要素っていうのは残留強度を使う

っていうフローだったと思うんですけど、そういう流れになるような要素はある

んですかっていうのを聞きたいんです。 

1:55:32 やっぱり結構ですけど、やっぱり 

1:55:36 けど、 

1:55:39 えっと、すみませんそういった要素があるかないかっていうお答えでいうと、だ

めにおいては、岩盤以外の部分についてはないということです。以上です。 

1:56:01 先ほど、 

1:56:19 規制庁タニです。これは引っ張り応力、 

1:56:25 の要素も人の中ではなくて、 

1:56:30 特にピーク強度＝ 

1:56:34 残留強度ってしてるいるっていうその考えは影響しないってことで、 

1:56:41 そういう説明でいいですかね。 

1:56:51 中国電力野依でございます。ちょっと説明が悪いなと思うんですけど、まず 49

ページで、 

1:57:01 ご説明したいんですけども。 

1:57:03 補足説明資料の 49 ページでございます。 

1:57:10 応力ひずみ関係の模式的なものを二つお示ししておりますけども、当島根サ

イトにおいては、岩盤におきましては左側の図で示しますような一貫ピークの

強度を迎えまして、そのあと破壊が起こって、 



1:57:27 の強度低下が起こりまして残留強度に到達するっていったそういった結構認

められますので、 

1:57:33 破壊した要素については、残留強度を設定する。逆に言うと引張破壊とかせ

ん断破壊が起きてないところについてはピーク強度を設定するという設定して

ます。 

1:57:45 一方で森につきましては、ひずみ 15％のその試験の範囲において、破壊傾向

が認められないので、解析上は破壊の要素ということで引張破壊の予想だっ

たりせん断破壊によって出てくるんですけども。 

1:58:01 それはそのひずみの範囲内において破壊してないので、塗装もピーク強度を

用いてますという、そういう解析を行ってます。 

1:58:10 そうすると破壊領域すべて強度低下を起こすさせないのかというとそういうわ

けじゃなくてですね、130 ページをつい見ていただきたいんですけども。 

1:58:23 130 ページの左側の図のほうにこういう場合にこういう強度使いますっていうフ

ローをお示ししておりますけども、一番右側の強度 0 のところ、これ引っ張りが

起こった場合でかつその引っ張り目に滑り面はそういう場合については強度 0

にしますというこういう設定をしてるんですけど。 

1:58:42 今切っ森の中でもそういうこういった引っ張り目にそういう滑りについては強度

をゼロにするような設定を行って強度低下を考慮してもらって、以上です。 

1:59:00 規制庁たび須磨の資料もよく確認させていただきますが、説明ありがとうござ

いました。 

1:59:15 そうです。 

1:59:17 てるんですけど。 

1:59:22 なんだったら別に。 

1:59:27 ナイトウでございます専属船舶局所すべて。 

1:59:34 発表するわけてくれることになっちゃうと設定した。 

1:59:51 39 

2:00:07 規制庁のカイダです。ちょっとさっき能の地下水の話に戻って申し訳ないんで

すけど、一つの確認。 

2:00:15 といった観点なんですが、解析をした断面が、さっきと、 

2:00:23 212 ページ。 

2:00:25 でしたっけ。 

2:00:27 地下水、地表面の出納工程と違った機能が上と下に固定されている。 

2:00:34 ここに断面図の 1 とこの実際の断面書いてあるんですけど、まずこの断面図

の 1 の平面図のこの示してある線がちょっと間違ってんじゃないかなというとこ

ろと確認したいんですけども。 



2:00:50 例えば 214 ページ。 

2:00:53 見ていただくと、Ｎｏ.7 項っていうのは、 

2:00:57 この断面図の位置を示した平面図は、 

2:01:01 ダンパのこの在庫断面図は、 

2:01:04 端っこの方になるようになってはいるんですけど。 

2:01:08 実際のこの断面を見ると、 

2:01:11 ダンパ 7 個ってそんな端っこにはなくて、 

2:01:15 割と内側の方にあるんで、ちょっとこの位置が正しいかどうかっていう、今ばっ

かりパ－に多様な図がですね。 

2:01:25 もっと前のページの 

2:01:30 何ページか 100、 

2:01:33 190 ページですか。 

2:01:36 こっちの方は、同じような断面図が出ているけど平面図の 

2:01:42 この棒の長さっていうのは、もっと南のほうまで伸びていって、 

2:01:47 どちらが正しいのか、まずちょっとここは教えていただきたいんですけども。 

2:02:01 はい。中国電力の予備でございます。おっしゃるところ多分 190 ページの方が

正しいんだと思うんですけども確認して修正したいと思います。 

2:02:11 以上です。 

2:02:12 はい、わかりました。 

2:02:15 そうそういうことになるとですね、例えば 212 ページの損失等固定されたって

いう、 

2:02:23 ところっていうのはもうちょっとひょっとしたら南のほうに延びるかもしれなくてこ

のピンクの建物ぐらいまで伸びると。 

2:02:32 そうすっとちょっと先ほどもタニの方から言ったかと思うんですけど、 

2:02:38 こういったちょっと平のところが割ともっともっと 

2:02:44 広くあってその平のところの半分ぐらいまでを肯定してるっていうのは、 

2:02:50 どういった条件を想定されてっていうことだったか、ちょっともう一度お聞かせ

願いたいんですけれども。 

2:03:02 希望電力の鹿島です。 

2:03:04 こちらを含めてこちら各キノコの条件と担保の地表面出納工程の範囲をこちら

岩盤の目になりますので、南側に広げる感度っていうのはそんなにないので

はないかとは思っておりますけれども、 

2:03:20 改めて先ほど江崎さんの方からもこちらの設計の変化と考え方の取り入れと

関係も踏まえてということでご指摘コメントいただいておりますので、うちの方、

考え方をですね資料のほうに反映させていただきたいと思います。以上です。 



2:03:36 わかりましたじゃカイダです。よろしくお願いします。合わせてですねとちょっと

これも一つ確認になるんですが、断面図 212 ページで断面図が、以浅がもう

少し、 

2:03:49 南伸びるってことんなると、 

2:03:51 当然二次元の解析なんで、あんまり 

2:03:55 考慮されないんですかと思うんですけど。 

2:03:59 ちょうどその、 

2:04:00 右側にあるタニみたいな水を集めてきそうなタニ学って、それが森友床ぐらい

でちょうど横から何か水を供給者医者いそうな地形にはなっているんですが、 

2:04:15 日銀だからやっぱりこういうのは考慮は、 

2:04:19 解析の条件には入ってきてないという。 

2:04:22 ことでよろしいでしょうか。 

2:04:27 はい。中国電力の鹿島です。今カイダさんおっしゃったＰＯＤの二次元断面の

断面からずれた位置にタニの影響っていうのは入っておりませんけれども、

211 ページをご覧いただきたいんですが、 

2:04:41 こちらが 

2:04:43 結構新液状化地下水の実施の中でご提示さしていただいている 3 次元の解

析でございます。こちらが、あと、左側がですね 12 号炉エリアということで、分

水嶺をここ形でモデル化をしておりまして 

2:05:00 他で先ほどカイダさんがおっしゃったようなタニ地形の影響というのは含まれ

ております。その浸透流の結果といいますのが、214 ページでいきますと、と

紫の線になっておりますので、 

2:05:14 今回二次元でこの辺りを岩盤地表面管理機表面を出納肯定するということは

ですね、このタニ機の影響も踏まえても、より保守的な水準になっているので

はないかというふうには考えております。以上です。 

2:05:32 カイダです。ありがとうございます。 

2:05:34 今そのちょっとそこ言った質問したのは 214 ページで、3 次元のそういったのを

考慮されてるっていうのが赤紫。 

2:05:44 これはちょっと赤紫でよろしいんですね、赤紫。 

2:05:49 2 事件の方が逆に高くて、 

2:05:53 赤紫の方が、 

2:05:55 被告 

2:05:57 山側の辺では低くなってたんで、 

2:06:02 ちょっとこの違いがよくわかんないんですよかったん。ちょっと私もまだ購入変

更見ただけではわからないんですが 3 次元さっきみたいな担任考慮しても、 



2:06:14 もう井戸の中の水位っていうのは、 

2:06:18 今晩中ＭＩＳとして、 

2:06:20 もう井戸の中はあんまり変わらなかったという結果をここで示されているとそう

いうことなんですしょうか。 

2:06:30 はい。中国電力鹿島です。おっしゃる通りです。以上です。 

2:06:35 はい、わかりました。一応、 

2:06:38 そっちました。 

2:06:57 直接の雛形ちょっと 1 点確認だけさせていただきたいと思います。200 パワポ

214 ページ、先ほどから排水ドレーンの話があって、菅湖排水ドレンを設置す

ると記載をされてるんですが、先ほどの説明の中には、位置付けを上げるとか

構造を今後検討するとか、 

2:07:17 いう説明があったんで、このドレーンは今から設置をするという、そういう理解

でよろしいですよね。 

2:07:25 以上です。 

2:07:27 はい。中国電力シミズですその位置付けで書いておりましたけども先ほど来の

議論がありますのでこの位置付けも含めて記載のほうは適正化させていただ

ければと思います。現状あるものではございません。以上です。 

2:07:40 はい、わかりました。以上です。 

2:07:55 規制庁の服部です。少し事実確認を 2 点ほどさしてください。簡単な事実確認

です。 

2:08:02 25 ページのフローなんですけれども、 

2:08:09 教員の番号利用数が最多というものが、 

2:08:13 これ、こっちの方の設置番手の方は 2 回出てきます。 

2:08:19 一つ目の※の 3 がついたサイトの方で、 

2:08:23 サイト側のものが選ばれていれば、 

2:08:26 ※の 4 の施工の最多というのは、もう当たり前のように、その最大になってい

ると思うんですけれども、 

2:08:34 ここであえてここで最多或いは 

2:08:38 簡易介護の滑り、 

2:08:41 安全率が最初というふうに書いた理由というのを確認したかったんですよね。 

2:08:45 というのは、 

2:08:51 159 ページの方の 

2:08:53 斜面のフローのほうには、採択というのが 2 回出てこなくて、1 回されたという

ものを決めてしまえば、あとはそのサイトについてすべて下位滑り法で検討し

てその最初のものを二次元の増加になっていくというストーリーになっていて、 



2:09:10 こっちの方がすっきりするような感じがしたんで、なぜ 25 ページのほうは最短

のものに変え、 

2:09:17 出てくるのかっていうのをちょっと各事業説明してください。いかがでしょうか。 

2:09:26 中国電力の乳井でございます。25 ページの基礎地盤の安定性評価の詳細の

フローでございますけども、一番左側に記載しておりますように、まず代表施

設を選定するっていうことで一次スクリーニングのようなものを行いまして、 

2:09:41 そのあとその代表施設に対して、各施設ごとの検討断面を比較を行いまして

評価対象断面の設定をするというこういう二つの手順を踏んでます。 

2:09:55 なのでまず代表施設の選定において、基本は委員教員要員で選ぶんですけ

ども、複数のものがあった場合に簡便法を使うということで、 

2:10:05 さらにそのあと評価対象断面の選定で、例えば原子炉でも直交 2 断面と、笠

木発電機でも直交 2 断面というふうに断面出てきますので、それを簡便法の

大小等で検討しているっていうそういう流れになってございます。 

2:10:21 斜面との違いはそういった違いでございます。以上です。 

2:10:25 規制庁の服部です。わかりました。ということは※4 のサイトの方でもう 1 回最

短のものを再サイドをピックアップして、その次のステップに進むということで理

解をしました。 

2:10:39 29 ページ以降にその結果が出ていて、私の理解では米三のときに、 

2:10:46 29 ページの 2 号炉原子炉建物等にもタービン建物、あとは 30 ページの排気

塔ダクトＡ防波壁、これらの図あるので、米三のところで、これらがすべて選ば

れて、 

2:11:03 さっきクマガエの方からちょっとわかりにくいなんて話があったんですけど、そ

れに 41 ページに飛んだときは、それらがすべて反映されて、当然のごとくその

影響要因とする個数というのは最短 2 個目。 

2:11:16 なので、この 2 個っていうのは当たり前であって、これが増えたり減ったりしな

いのかなと思うことと思ったので、※4 というところは、何でこのような作るのか

な。最多というのもいっぱいあるのかなということで、ちょっと確認をした次第で

した。今の説明だと、 

2:11:33 41 ページのところで、またこの該当する要員が増えたり減ったりするんだとい

うことで理解をいたしました。 

2:11:43 それとも、それともう 1 点これは単なる誤記かどうかの確認なんですけれど

も、 

2:11:49 215 ページ。 

2:11:53 この上から四つ目のポツなんですけれども、 

2:11:57 液状化検討対象外。 

2:12:00 となる埋戻し同以外、 



2:12:02 の要素の解析用物性値はって書いてあるんですけれども、 

2:12:07 とちょっと外っていうのが二つに重なるので、ちょっとわかりにくくて、 

2:12:12 最初の液状化検討対象外ということの外というのは、 

2:12:17 ない方が、 

2:12:18 正しいのかなということで思ってるんですけれども、これについて、 

2:12:23 誤記かどうかの確認だけさせてください。どうぞ。 

2:12:28 記憶電力会社です。すいませんこちらの羽鳥さんおっしゃる通り二階がにとっ

て通るとちょっと 21 件見た形でわかりづらくなっておりますので、液状化対象

となる埋戻しと以外ということで修文させていただきたいと思います。申し訳あ

りませんでした。 

2:12:44 規制庁の服部です。わかりました。私からは以上です。 

2:12:54 合ってた事業について、すみません私から 1 点確認させてください。本体資料

の 217 ページと 218 ページ。 

2:13:02 説明の中では、今回の解析では、約 17 ページですね。 

2:13:10 液状化強度特性から液状化強度曲線を赤のものを使いましたという説明だっ

たんですけど、ちょっと確認なんですけど、前回の 8 月 5 日版の資料では、解

析に使用したから液状化パラメーターということで、 

2:13:26 そう書くとか、六つのパラメータがあったんですけど、そこの条件っていうのは

変えてない。 

2:13:32 ということで理解してよろしいでしょうか。 

2:13:37 はい。中国電力鹿島です。おっしゃられた通り日司パラメータは前回も今回も

同じもの、液状化の方に係る審議でご審議いただいたパラメータをそのまま使

わしていただいております。以上です。 

2:13:52 はい、規制庁どちらにするか確認しました。その上でですね、218 ページの 

2:14:00 課長からですけどやつ分布比の結果なんですけど、これは今回解析をしたら

ですね、森同 

2:14:10 斜面の下のところのですね 

2:14:13 ＮＥＤＯの課長柑橘奴分布比っていうのが 0.5 ぐらいかと、前回の資料見ると

ですね、0.8 ぐらいだったんですけど、許可強度と強度曲線がですね、良くなっ

たのに、 

2:14:30 この結果からちょっと改善したっちゅうのがちょっと理由が何かあるのかなって

いう辺りについて説明いただけますか。どうぞ。 

2:14:39 はい。中国電力の鹿島です。前回ご提示させていただきました 217 ページの

液状化強度曲線のほうが、高いものを使って効果よろしくものに戻しました結

果、 



2:14:53 今回のほうが剛性としては、液状化の審議の中でご説明させていただきました

Ｎ値に基づく剛性というのを設計して、そのままのものを使っておりますので、

日立 15 円盤につきましては今回のほうが液状化の 0.95 を上回る場合は、 

2:15:11 広くなっているんですが、斜面のほうは先ほどおっしゃられたように、過剰間隙

水圧が若干小さめに出ていると、こちらはクラック剛性の変わったことにより応

答特性の変化が変わったことによる影響ではないかというふうに考えておりま

す。以上です。 

2:15:30 はい。規制庁どちらにする。わかりました。合成の影響ということで確認しまし

た。先ほど繰り返しなんですけど一応パラメータとかその辺を言ってなくて、こ

この強度曲線だけをいじって、 

2:15:46 なんか変更してそれでの剛性が変わったことによって結果変わってると、そう

いうふうに繰り返しました。はい。私からは以上です。 

2:16:10 規制庁のスガヤです。 

2:16:12 ちょっと細かい話になってしまうんですけど、ちょっと 

2:16:16 記載の適正化みたいな話なんですけど、本編の 132 ページをお願いします。 

2:16:26 132 ページ基礎底盤の経営者ということで、あの表とあと箱書きが下に書いて

あるんですけど、言葉の使い方なんですけど、評価基準値の目安って表のほ

うにはなってるんですけど、下の文章ではその目安っていうのがちょっと抜け

てしまってたので、 

2:16:42 評価基準値である一/二千っていうところを評価基準値の目安である一/二千

っていうか、正確だと思うので、ちょっと 

2:16:51 気をつけていただければと思いますので、その上と同じようにして地震動によ

る最大傾斜の重ね合わせのところでも一/二千っていうのは出てくるんですけ

ど。 

2:17:02 152 ページ。 

2:17:06 ここも同じような記載になっているので、この機会にちょっと直していただけれ

ばと思います。以上です。 

2:17:15 中国電力清水です。承知いたしました。 

2:17:28 規制庁クマガエです。 

2:17:30 それからもう 1 点だけ確認させてください。 

2:17:33 斜面の評価そのものの中で、 

2:17:37 160 ページのところありますけども、 

2:17:41 こちら 

2:17:43 それについては影響要因①のところで地形等についても確認するとされてま

すけども、社員の方については特にそれは、 



2:17:51 地形等については追加されないということでよろしいですか、考え方だけ教え

てください違いを教えてください。 

2:18:01 はい。中国電力の野依でございます。社基礎地盤については地形の急傾斜等

を考慮してますけども、斜面につきましてはすでに斜面の高さ勾配ということで

地形の予想入っておりますのでこちらで考慮できていると考えております。 

2:18:17 以上です。 

2:18:18 規制庁クマガエです。例えばこの高さとか勾配のところで何か特性とかがあれ

ばそこについても確認されてるということでよろしいでしょうか。 

2:18:30 中国電力よりです。おっしゃる通りでございます。以上です。 

2:18:34 はい。規制庁クマガエです。 

2:18:36 確認できました。あと 

2:18:39 資料の誤記の記載だけなんですけども。 

2:18:43 49 ページのですね、一番上の 

2:18:46 タイトルの記載のところが、 

2:18:49 逆ＴＡＯＴとなっているので、この多重更改 

2:18:52 用地だと思いますので、そこだけが修正をお願いします。 

2:19:00 中国電力李です。承知しました。 

2:19:30 規制庁クマガエです。すいません。もう一つだけ私からいいですか。ごめんな

さい、本編 100、109 ページのところで、 

2:19:36 ②番のところでその滑り面の設定でき上がる切り上げ滑り部分と切り下がる滑

り面とあるんですけれども、この 

2:19:44 期で上がるですねイベント切り下がるセグメントだと、どっちをどのように設定

されてるのか教えてください。 

2:19:54 中国電力の油井でございます。この 109 ページの例で言いますと、2 号炉原

子炉建物の南北断面でございますけども、来系統シームの傾斜が北傾斜で、

紙面でいうと左側になりますので、 

2:20:11 右側のパラスタのところが切り下がりで左側のパラスタのところが切り上がりと

いうことで記載をしております。以上です。 

2:20:32 規制庁クマガエです。すいません。 

2:20:37 今のお話はつまり、 

2:20:40 建物の影響範囲と地表面の交点の固定点というのが一番左側のところにあり

ますけど、 

2:20:48 これが切り、 

2:20:50 切り上がりでよろしいんでしょうか。切り下がる。 



2:20:55 中国電力李です。おっしゃる通りです。シームの傾斜が来たのもできた方向に

滑るって考えたときに、今おっしゃったようなところが時り上がりになると考えて

ます。以上です。 

2:21:08 地域である。 

2:21:17 規制庁クマガエですそうすると、 

2:21:21 190、 

2:21:22 8 ページのところで、今度斜面の 

2:21:26 方の滑り面の設定だと、こちらは切り下がるじゃなくて切り上がるなんですか。 

2:21:37 中部電力のよりです。198 ページで言うと切り下がりになりますので、ここの文

章のところ切り上がるって書いておりますので、修文したいと思います。以上で

す。 

2:21:52 はい。規制庁クマガエです。 

2:21:54 わかりました。ありがとうございます。 

2:22:17 規制庁サービスすいません私は基本的には気を配ってなかったんで、ちょっと

教えていただきたいんですけど。 

2:22:26 今、今ほど、結構何ていうんすかね。皆さん確認のところで 4 条 4 項の確認を

されてると思うんですけど。 

2:22:33 これ 1 関係でと、三条 2 項との関係ってどう考えたらいいのかちょっと教えて

いただいてよろしいですか。 

2:22:51 中国電力の油井でございます。本編資料のほうの 5 ページに、各条文要求と

の対応ということで確認内容を記載してございます。 

2:23:04 おっしゃる三条 2 項のところが 5 ページの上から 2 行目になってくると思いま

すけども、この対応としては 4 章、5 章のほうに、 

2:23:17 地殻変動解析でございましたり、そういったところをちょっと記載をしておりま

す。以上です。 

2:23:30 はい。きちっとサービスありがとうございました。やっぱりちょっとそういうふうに

確認をさせていただいたということですね。218 ページで、 

2:23:45 課長間隙水圧比とか、高いところが 

2:23:50 液状化の可能性が 

2:23:52 高い。 

2:23:54 草加せている部分。 

2:23:56 という理解でまずよろしいでしょうかね。 

2:24:03 はい。中国電力鹿島です。おっしゃられたおっしゃる通り添付損益赤いところっ

ていうのがその過剰間隙水圧過剰間隙水圧比が 0.95 を超えるところなので、

液状化する可能性は高いというふうに、 



2:24:18 判断して、そのような評価をしております。以上です。 

2:24:23 はいサグチさんありがとうございます。そうすると細かい部分って本当に号炉

とってはもう 1 じゃないんですかねと思ったんですよ。 

2:24:32 なので、ちょっとＳＥＲＰ三条、 

2:24:35 2 項と思い温度 4 項の関係、 

2:24:39 重要施設等の位置関係も含めてですね、っていうのをちょっと教えていただき

たかったんですけど。 

2:24:51 中国電力の入江でございます。本編資料の 137 ページをお願いしたいんです

けども。 

2:25:02 こちらに三条 2 項の評価の内容を記載しておりまして例えば 2 号炉原子炉建

物の直下につきましては、岩着させておりますので、岩盤であることを確認し

ておりまして、岩盤だから液状化の 

2:25:18 恐れはないということで整理してございます。137 ページ左側に平面図がある

んですけども。 

2:25:26 赤色で塗ってるところが原子炉内ですからその左側に埋戻しろがあります。あ

りまして、 

2:25:32 先ほどサグチさんおっしゃった断面というのは、こちらを聞いただめになります

ので、見戻し度として評価したときに、過剰間隙水圧比 0.95 以上ということで

確認しているものでございます。 

2:25:45 以上です。 

2:25:49 Ｈｉｇｈサービスですありがとうございました。1 款位置的にちょっと値違う違うと

いうところでよろしいですよね。 

2:25:59 中国電力入江です。その通りでございます。以上です。 

2:26:03 はい。サービスありがとうございました。 

2:26:52 わかりました。 

2:27:26 規制庁クマガエです。はい。いろいろと確認させていただきましたけれども、ま

ずこちらの方から特にいろいろ確認させていただきましたので、あとは中部電

力さんの方から何かの確認したい点等あればお願いいたします。 

2:27:46 特にこちらからはありません。以上です。 

2:27:51 はい、原子力規制庁クマガエです。 

2:27:53 それではこれをもちまして、島根原子力発電所 2 号炉耐震重要施設及び常設

重大事故等対処施設の基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価ヒアリングにつ

いて終わりたいと思います。ありがとうございました。 

2:28:09 ありがとうございました。 

 


